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Ⅰ 手引きの使い方 

 この手引きでは，全ての特定給食施設にとって非常・災害時に必要と思われることを

「チェックリスト」により定期的に確認する作業を通し，特定給食施設における非常・

災害時に対する意識を維持・向上させ，充分な備えにつなげることを目指しています。 

 手引きの各項目では，【目的】で必要性を理解し，【要点】で十分な備えや対策がで

きているかを確認できるように構成しています。また，各項目の資料は，県内の給食施

設が，実際に作成・活用している非常・災害時マニュアルや様式を御提供いただいたも

のです。各施設において，工夫を凝らして作成されています。ぜひ参考にしてください。

併せて，施設から寄せられた東日本大震災時の実際の対応内容や，得た教訓をコラムと

して掲載している他，平成２３年度に県が実施した「給食施設災害対応状況調査まとめ」

を掲載しています。 

 

【チェックリスト活用のイメージ】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【要点】 

□ チェックリストを作成し，必要に応じて見直ししている。  

□ 定期的（年１回以上）にチェックリストを用いてチェックを行い，その結果を 

施設で共有している。 

 

 

 

 

「チェックリスト」で確認する 

「なぜ必要か？」を理解する 

 

「うちの施設は十分な備えや対

策ができているか？」を確認する 

 

「具体的にどうすればいいの？」 

理解を深める 

目的 

 

要点 

 

資料やコラム 

「チェックリスト」で確認する 

「なぜ必要か？」を理解する 

「うちの施設は十分な備えや対策がで

きているか？」を確認する 

「具体的にどうすればいいの？」 

理解を深める 

＜ポイント＞  

定期的な「セルフチェック」  

※目安：年に１回以上 
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◎「Ｐ」はこの手引きにおける対応ページ番号を示しています。 

 

 

 

 

 

  

チェックリスト 

小項目
　　　　　　　　　　　　　　内容（要点） Ｐ 済 未

施設全体の災害対策本部や危機管理マニュアルの中に「給食部門」
が明確に位置づけられている。

非常・災害発生時の給食提供における流れをあらかじめ検討・決定し
ている。

施設内で作成している非常・災害時マニュアル等に準じて訓練を実
施した後、訓練内容、マニュアル内容を検討評価し、随時見直しをし
ている。

施設内連絡網を作成し職員全員（給食部門を委託している場合には
委託職員も含む）に周知している。

食材業者やライフライン寸断時の連絡先一覧を作成している。

発生時間や被災状況等に応じて職員の指示系統・配備体制を検討・
作成している。

初動時の役割分担を明確にしている。

給食提供意思決定の流れが、組織として決められている。

備蓄品の活用やエレベーターが使用できない場合等を想定し、施設
全体で非常・災害時に給食を提供する訓練を行っている。

非常・災害時の食事提供に関する検討の場を設置し、定期的に開催
している。

施設内だけでは困難な場合も多くあるため、平常時から地域の防災
対策・災害対策やその体制を確認している。

市町村、保健所等外部との連携先を明確にし、必要時には迅速に支
援を要請できるように日頃から連携している。
非常・災害時の栄養・食支援について、施設で締結されている支援
協定や委託契約等があれば、予め内容を把握している。

緊急時に食料関係物資を入手できる可能性のある近隣のコンビニエ
ンスストアや、製造拠点を複数有する弁当惣菜店、スーパーマーケッ
ト等の所在地を確認し、必要に応じて協定締結をしている。

近隣給食施設や系列施設の相互支援体制により、食料や人材（栄
養士、調理師等）の確保を図り、非常・災害時でも通常の食事提供に
近づけられる体制づくりをしている。

14

委託業者との間で、非常・災害時の支援体制や対応等について確認
し、委託契約書に明記している。

委託会社と代行機関の連携を確認している。

備蓄品の管理責任を明確化している。

備蓄品の保管場所は、施設内か委託会社の保管庫か等検討し、適
切な場所としている。

施設外に備蓄品を保管している場合には、配送が速やかに行われる
ようにルートや配送者の確認をしている。

施設全体で非常・災害時に給食を提供する訓練を行う際には、委託
業者のマニュアルと施設で作成している危機管理マニュアル等との
整合性を確認するため、委託業者も含めて訓練を行っている。

訓練での不具合等を踏まえ、マニュアルの見直しをしている。

④関係機関等
の連携

⑤給食施設間
ネットワークの
構築について

⑥給食業務を
委託している
場合の対応

14

13

③施設内危機
管理訓練体制

11

8

10

①非常・災害
時マニュアル
の作成及び見
直しについて

点検結果
大項目

１　危機管理体制の強化

②連絡・指示
体制

【実施日：   年  月  日】 
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小項目
　　　　　　　　　　　　　　　内容（要点） Ｐ 済 未

非常・災害時確認項目一覧を作成している。

厨房内・施設内の安全点検表を作成し、給食関係者に周知してい
る。

手洗い・手指消毒の方法を検討し、必要物品を確保している。

食器具・調理器具の洗浄ができない場合の代替手段を検討し、必要
物品を確保している。

水確保のための情報をまとめている（給水車要請先、災害用井戸水
の情報等）。

水道が再開した際には、残留塩素濃度や水の濁りやにおい等の水
質点検を確認してから使用することを施設で共有している。

施設に、非常用電源があるか確認している。

非常・災害時に、非常用電源等を給食室でただちに使用できるかど
うか確認している。

冷凍・冷蔵庫が使用できなくなった際の代替え手段を決め、物品を確
保している。

加熱調理ができない場合でも提供できる食品を備蓄している。

熱源が使用できない場合の代替え手段を決め、必要物品を準備して
いる。

厨房内照明が使えない場合の対応（代替照明等）を決めている。

電気、ガス、水道等の遮断時に復旧状況等を確認するため連絡先一
覧を作成している。

調理室が使用できなくなった場合の対応を決めている（弁当の調達・
別な場所での調理等）。

非常・災害時に衛生管理の状況別対応を検討し、施設内で共有して
いる。

調理済み食品について、提供後の保管のルールを検討し，必要物品
を準備している。

食中毒予防のために利用者への注意喚起するための張り紙などを
用意している。

ゴミ（特に生ゴミ・食事の残渣）の処理・保管方法について検討し、施
設で共有している。

トイレの殺菌・消毒方法を検討し、必要物品を確保している。

非常・災害時用献立に基づき，施設利用者の特性に合わせた食種
（腎臓食，アレルギー食，離乳食等）や食形態（軟菜，ソフト食，ペー
スト食等）の食品や水を備蓄している。

備蓄食品は、備蓄専用品だけでなく定期的に通常の給食として提供
できる食材（市販のレトルト・缶詰やＬＬ牛乳等）を含めている。

備蓄をしておくものは食品だけでなく，使い捨ての食器，割り箸，ス
プーン，紙コップ，ストロー等の食事に必要なものや，トレー，コンテナ
等の運ぶものについても検討し備蓄している。

食品を温めたり，調理するための熱源（カセットコンロ、プロパンガス
ボンベとコンロの一式等）やお湯を沸かすための調理に必要なやか
ん、鍋等を用意している。

備蓄食品・物品は、適切な場所（取り出しやすい場所、浸水被害を受
けない場所、分散して保管する等）を施設に合わせて検討し、保管し
ている。

大項目

２　被災状況
の確認

15

①備蓄のポイ
ント

19

③その他

４　衛生管理に
関すること

18

16

①水道が止
まった場合

②電気・ガス
が止まった場
合

５　備蓄食品・物品の管理と活用

３　ライフラインの確保及び復旧情報の収集

点検結果
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小項目 点検結果

備蓄品の保管場所は、施設内の見取り図、倉庫内のどこに何がある
か等も図にするなど、施設内の誰が見ても分かるようにするととも
に、施設内の全職員に周知している。

非常・災害時に必要な食数については、施設利用者分だけではな
く、職員分、施設利用者以外の受け入れ、地域住民分などの食事提
供は必要かどうかを検討した上で、必要数（人数・日数・形態等）を確
保している。

栄養士や調理師が出勤できない場合でも、備蓄品等を活用し、誰も
が食事を提供できるよう、提供時間、提供方法、備蓄場所等を施設
内で共有している。

給食を停止した場合に備え、緊急な給食の配送や弁当の調達が可
能な業者を把握し、給食や弁当の提供について内容や配送方法を決
めている。

備蓄食品は、保存期限に対応して計画的に更新している。

備蓄品は１年に１度は見直しを行い、食料に関しては保存期限が向
こう１年に満たないものを防災訓練時に提供し、備蓄内容の検討や
非常食への理解へ役立てている。

在庫食品・物品管理表で、在庫食品・物品の名称、量、賞味・保存期
限を管理している。

特定保健用食品やサプリメント等の調達も必要となることもあるた
め、日頃から、納入業者や他の流通ルートも把握している。

非常・災害時における利用者の栄養状態・食形態の確認方法を決め
ている。

非常・災害時に提供可能な食種・食形態について決めている。

電子データで患者情報（食事形態・禁止食品等）を管理している場合
のバックアップ方法や食事提供の記録確認方法を決めている。

ライフラインや通常の食材流通ルートが正常に機能しない状況を想定
し、状況に応じた非常・災害時用献立を作成している。

施設利用者の食種に対応した献立（腎臓食，アレルギー食，離乳食
等）を作成している。

施設利用者の食形態に応じた献立（軟菜、ソフト食、ペースト食等）を
作成している。

非常・災害時の献立を作成し、疾患によっては、エネルギー等摂取量
が関係するものがあるため、栄養価計算結果を明記している。

どのようにして、誰が配膳するかを決めている。

どのようにして、誰が下膳するかを決めている。

①備蓄のポイ
ント（つづき）

19

24

７　食事配膳・
下膳の対応

25

②備蓄食品の
循環と管理

①利用者の状
態確認

②非常・災害
時用献立作成

６　非常・災害時献立と栄養管理

23

22

Ｐ 済 未
大項目

　　　　　　　　　　　　　  　内容（要点）
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Ⅱ チェックリストの各項目の解説 

１ 危機管理体制の強化 

【目的】 

平常時から災害発生等を想定した訓練を給食部門内で実施することはもとより，施

設内全体でも実施し，マニュアルの検証を行い，不都合な点や曖昧な点は施設内の委

員会等で検討し，随時見直していくことが必要です。また，食料や物品の備蓄に関し

て業者に委託する場合は，備蓄内容，保管場所，配送方法等について業者と十分に検

討しておく必要があります。 

 

①非常・災害時マニュアルの作成及び見直しについて 

【要点】 

□ 施設全体の災害対策本部や危機管理マニュアルの中に「給食部門」が明確に位置づ

けられている。 

□ 非常・災害発生時の給食提供における流れをあらかじめ検討・決定している。 

 （資料１ p２６，資料２ p２７） 

□ 施設内で作成している非常・災害時マニュアル等に準じて訓練を実施した後，訓練

内容，マニュアル内容を検討評価し，随時見直しをしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

震災前のマニュアルでは，食糧の数量の確保をすることをメインと考え，実際に白米や缶詰等を用意

していました。しかし，実際に震災を経験し，ライフラインが止まり，水もなく，ガスも電気もない，

調理スタッフの人員の確保もできなかった時に，何をどうしたら良いのか，その日その時をただただお

腹に何かを入れてあげなければという思いで過ごしました。実際に近い内容でのマニュアルと訓練が何

よりも必要と考え，（案）のところまでたどりつきました。平成２６年２月を目標に「災害時の食事提

供・衛生管理マニュアル」を作成する予定でいます。震災時の市・県からの支援がどのようなルートで

届くかも把握しておくべきと考え「災害時の食事提供・衛生管理マニュアル」を作成することにしまし

た，（追記：平成２６年４月作成済み）           【リバーサイド春圃（気仙沼市）】 

コラム 1 より具体的なマニュアル作りを 
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 震災前までは，非常食一覧と連絡網のみでしたが，栄養士が不在の時でも対応できるよう非常災害時

マニュアルを作成しました。 マニュアルには，非常用食料及び備品一覧，非常時献立の例，炊き出し

の実施方法，災害時の確認事項及び役割分担表，災害時の記録表等を整備しました。 

炊き出しの実施についての項目には，衛生管理について，非常用食料及び備品一覧には数量と保管場

所を明記しました。また，非常時献立例には使用する食器についても明記し，備品が不足することのな

いようにしました。                         【はんとく苑（登米市）】 

コラム 2 非常災害時マニュアルの食事編を作成 

 震災時，食事を提供するだけで精一杯であり，写真は撮っておらず，メモなどの簡易なもので記録を

残していた。しかし，震災時の対応について振り返る際に，メモや記憶をたどると，曖昧なところがあ

りました。 

今後のためにも，写真や記録を残しておくことは重要であることから，災害時の記録表を作成し、そ

の時の状況を記録として残せるようにしました。内容としては，記録者やライフラインの状況，献立や

食数等が記録できるものであり，マニュアルに様式も掲載しています。 

【はんとく苑（登米市）】 

 

コラム 3 災害時の記録表を作成 



 

 

１０ 

 

②連絡・指示体制 

【要点】 

□ 施設内連絡網を作成し職員全員（給食部門を委託している場合には委託職員も含む）

に周知している。 

□ 食材業者やライフライン寸断時の連絡先一覧を作成している。（資料３ p２８） 

□ 発生時間や被災状況等に応じて職員の指示系統・配備体制を検討・作成している。

（資料４ p２９） 

□ 初動時の役割分担を明確にしている。（資料５  p３０） 

□ 給食提供意思決定の流れが，組織として決められている。（資料６  p３１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 今回の震災では，電話よりも携帯電話のメールのほうが，連絡手段としては使えました。そこ

で，緊急時の連絡は，施設から携帯電話などへメール配信することとし，施設職員間の緊急連絡

などがとれるよう配慮しています。               【さつき苑（東松島市）】 

コラム 4 緊急時連絡は電話不通時も考慮が必要 

 非常時でも，病棟にどんな食事が提供されるかを連絡することが必要だったので，

震災時は各病棟に手書きで毎回献立を書いて配っていましたが，手書きで一から献立

を書くのに多大な時間と労力がかかりました。また，この経験を踏まえ，献立表や食

札の様式をあらかじめ用意し，有事の作業を必要最低限にできるよう備えています。

また，電話が使用できない状況下でも病棟とのやりとりを効率よく確実に行えるよう

にするため，食事変更の指示などを記載する様式も備えています。 

【真壁病院（東松島市）】 

コラム 5 有事に使用する様式類を準備 



 

 

１１ 

 

③施設内危機管理訓練体制 

【要点】 

□ 備蓄品の活用やエレベーターが使用できない場合等を想定し，施設全体で非常・災

害時に給食を提供する訓練を行っている。 

□ 非常・災害時の食事提供に関する検討の場を設置し，定期的に開催している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災時，自家発電稼働により必要な灯りはありましたが，オール電化の厨房機器を動かすまでの熱

源は確保できなく，プロパンガスによる外での調理となりました。震災後，その時の大変さを理解し

てもらい，ハード面での改善協力が得られました。停電下での調理機器とエレベーター１台の使用可

能配線工事です。食材・必要物品の備蓄も完了し，万全の体制を整えました。 

マンパワーの面においても，今回の震災を通して一人一人の使命感の強さと院内の充分な協力体制

を確認・確立することができました。両面の体制強化ができ，今回の震災と同クラス，またはそれ以

上の災害が起きたとしても乗り切る自信がつきました。       【公立加美病院（色麻町）】 

 今回の震災では，長期間職員が泊まり込みをする必要などがあり，職員食の確保が課題となりまし

た。当施設では，支援物資でいただいた宇宙食を職員食として備蓄している他，緊急召集などで施設

に集まる際には，自分の食べるものは自分で持参する，という申し合わせを行っています。 

【さつき苑（東松島市）】 

コラム 7 今後に備えた体制の強化 

コラム 6 職員食をどうするかも検討が必要 
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東日本大震災によりライフラインが寸断され，限られた備蓄食で危険のない食形態での食事提供

の必要があり，特に摂食・嚥下困難な方への食事提供に苦慮しました。 

被災病院からの受入れ患者もあり，混乱している状況の中，多職種連携のもと患者に合わせた栄

養投与法の検討や嚥下食から普通食に移行できる患者をスクリーニングしました。また，管理栄養

士と言語聴覚士が協働し，嚥下食や経腸栄養剤の在庫を確認しながら，医師と相談し栄養投与法を

決めました。平常時から多職種の連携と情報共有をしているため，緊急時においても誤嚥や窒息の

事故を起こさずに食事の提供ができました。 

現在，当院では備蓄食の種類や量を充実させ５日分を確保しています。これらの内容の検討には，

当時の経験や実際に患者と関わった職員の意見が活かされています。 

【 総合南東北病院（岩沼市）】 

コラム 8 平常時からのチームワークの重要性を再認識～多職種連携のチカラ～ 

震災時の食事提供における備蓄の重要性はもちろんのこと，ゲストの体調，機能に応じた食

種，安心，安全な食材，調理方法，衛生面，職員確保，系列グループ系からの避難の他，栄養

科以外の業務に協力すべき点も多々ありました。 

施設内の被災はありませんでしたが，ライフライン遮断時の食材，水，ガス，器具・機材の

確保は施設常務や居住区内の職員が奔走しました。備蓄は最後の最後に使用しようと考え，献

立は賞味期限，調理時間の短縮，組み合わせ等を考慮し，三食を提供することができました。 

施設等の責任において食事提供は行われるべきであり，行政は被災された市民への支援が優

先になってしまいます。今後の視野に置くべき点に繋がったことが多々ありました。 

【リンデンバウムの杜（気仙沼市）】 

コラム 9 震災時における問題と対策点 
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④関係機関等の連携 

【要点】 

□ 施設内だけでは対応困難な場合も多くあるため，平常時から地域の防災対策・災害

対策やその体制を確認している。 

□ 市町村，保健所等外部との連携先を明確にし，必要時には迅速に支援を要請できる

ように日頃から連携している。 

□ 非常・災害時の栄養・食支援について，施設で締結されている支援協定や委託契約

等があれば，予め内容を把握している。  

□ 緊急時に食料関係物資を入手できる可能性のある近隣のコンビニエンスストアや，

製造拠点を複数有する弁当惣菜店，スーパーマーケット等の所在地を確認し，必要に

応じて協定締結をしている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

震災を受け，大規模災害等の非常時における子ども達の食糧の備蓄として，飲用水等は入所定員

＋職員数×２日分，ビスケット，カンパンは３日以上としました。 

備品及び消耗品としては，カセットコンロとガスボンベ，哺乳瓶と調整乳，紙コップ，割りばし，

ラップ，ビニール類等を確保しています。 

震災の実体験により，災害時は地域とのつながりが必要で，連携が不可欠だと思います。災害発

生時における非常時備蓄状況，食糧に関する体制整備については今後も検討を重ね，地域住民との

連携に努めていくことが必要だと考えます。           【匿名保育所（気仙沼市）】 

コラム 10 災害発生時における食糧備蓄・対応 
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⑤特定給食施設間ネットワークの構築について 

【要点】 

□ 近隣特定給食施設や系列施設の相互支援体制により，食料や人材（栄養士，調理師

等）の確保を図り，非常・災害時でも通常の食事提供に近づけられる体制づくりをし

ている。（資料７ p３２，資料８ p３４，資料９ p３５） 

 

⑥給食業務を委託している場合の対応 

【要点】 

□ 委託業者との間で，非常・災害時の支援体制や対応等について確認し，委託  

  契約書に明記している。 

□ 委託会社と代行機関の連携を確認している。 

□ 備蓄品の管理責任を明確化している。 

□ 備蓄品の保管場所は，施設内か委託会社の保管庫か等検討し，適切な場所に保 

 管している。 

□ 施設外に備蓄品を保管している場合には，配送が速やかに行われるようにルー 

 トや配送者の確認をしている。 

□ 施設全体で非常・災害時に給食を提供する訓練を行う際には，委託業者のマニ 

 ュアルと施設で作成している危機管理マニュアル等との整合性を確認するため，   

 委託業者も含めて訓練を行っている。 

□ 訓練での不具合等を踏まえ，マニュアルの見直しをしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１５ 

 

２ 被災状況の確認  

【目的】 

 災害が発生した際に，給食提供の可否等を判断するためには，「職員の安否」，「厨

房内」，「施設内」の被災状況の確認の他，「地域」，「食料等の流通」，「交通網」

等の確認も必要です。平常時に，時系列の確認項目一覧を作成しておき，災害発生時に

適切な判断ができるようにしておくとよいでしょう。 

 

【要点】 

□ 非常・災害時確認項目一覧を作成している。（資料１０ p３６） 

□ 厨房内・施設内の安全点検表を作成し，給食関係者に周知している。 

（資料１１ p３７，資料１２ p３８，資料１３ p３９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 震災時，被害状況や利用者の体調，食数等について，誰が確認やとりまとめをするのかが明確になっ

ておらず、その都度対応をしていたことから、記録や確認がしっかりとできませんでした。 

 このことから，災害時に確認する事項や個人の役割を予め明確にする必要があると感じ，マニュアル

の中に確認事項の一覧を作成し，さらにどのような流れで行うのか、どのように確認や記録を行うのか

などを確認内容欄に記載できるようにしました。            【はんとく苑（登米市）】 

 

コラム 11 災害時の確認事項及び役割分担表を作成 
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３ ライフラインの確保及び復旧情報の収集 

【目的】 

 ガス，電気などのライフラインが寸断された場合でも，施設利用者の健康度を阻害す

ることなく，安全で短時間に正確な対応ができるかを十分話し合い，理解と協力を得ら

れる体制を整えることが大切です。また，調理室が使用できなくなり，別の場所での調

理をすることも想定して検討しておくことも必要です。 

 

①水道が止まった場合 

【要点】 

 □ 手洗い・手指消毒の方法を検討し，必要物品を確保している。 

 □ 食器具・調理器具の洗浄ができない場合の代替手段を検討し，必要物品を確保し 

  ている。  

 □ 水確保のための情報をまとめている（給水車要請先，災害用井戸水の情報等）。 

 □ 水道が再開した際には，残留塩素濃度や水の濁りやにおい等の水質点検を確認し 

  てから使用することを施設で共有している。 

②電気・ガスが止まった場合 

【要点】 

 □ 施設に，非常用電源があるか確認している。 

 □ 非常・災害時に，非常用電源等を給食室でただちに使用できるかどうか確認して

いる。 

 □ 冷凍・冷蔵庫が使用できなくなった際の代替え手段を決め，物品を確保している。 

 □ 加熱調理ができない場合でも提供できる食品を備蓄している。  

 □ 熱源が使用できない場合の代替え手段を決め，必要物品を準備している。 

 □ 厨房内照明が使えない場合の対応（代替照明等）を決めている。 

③その他 

【要点】 

 □ 電気，ガス，水道等の寸断時に復旧状況等を確認するため連絡先一覧を作成して  

  いる。（資料３ p２８） 

 □ 調理室が使用できなくなった場合の対応を決めている。（弁当の調達，別な場所

での調理等）  
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震災時には，非常用電源等が整備されておらず，大変苦慮しました。また，水道が直結のため，断水に

なってしまいました。このことから，ライフライン寸断時を考え，施設として非常用電源を整備すること

になりました。その際，１台の冷蔵庫は非常用電源が使用できるようにしました。また，飲料水として備

蓄しておく量を決めるとともに，給水所への給水や給水車要請の際の目安として，１人１日あたり確保す 

る目標の量を決めました。                       【はんとく苑（登米市）】 

 地震の揺れにより，ガスの安全弁がロックされてしまいました。ガス業者と連絡がつかず，結局５日

間以上ガスが使えず，非加熱で提供できるパンや缶詰を活用し，途中からは職員が持参した携帯ガスを

使用して何とか乗り切りました。この経験を踏まえ，現在はガスの業者の連絡先を複数把握している他，

カセットコンロやガスボンベの備蓄，売店の在庫食品を普段から多めに確保するなどの対策をとってい

ます。また，売店等に利用されている電動式のシャッターは，停電時には開閉ができなくなってしまう

ため，緊急時の操作方法を確認しておく必要があると思います。 

  【真壁病院（東松島市）】 

 

震災時には，水が不足するので，水を節約するための準備も必要です。手洗いは，蛇口つきのポリタン

クを使えば，少ない水でも流水による手洗いができますし，次亜塩素酸ナトリウムも，希釈が必要なもの

でなく，原液でそのまま使用できるタイプのものを，災害時の衛生資材として備蓄しています。 

【さつき苑（東松島市）】 

コラム 14 水の不足に対応した準備が必要 

コラム 13 ライフライン寸断時の対応 

コラム 12 ライフラインは複数の代替策が必要 
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４ 衛生管理に関すること 

【目的】 

 ライフラインが寸断された時には通常の衛生管理を行うことができないことから，各

パターンに対応した具体的な対応方法を検討し，必要な衛生物品を備蓄しておく必要が

あります。衛生管理を怠れば，食中毒や感染症といった二次的な被害につながる恐れも

あることから，平常時より非常・災害時を想定した訓練や研修を通し，具体的対応方法

について施設で共有しておく必要があります。 

 

【要点】 

 □ 非常・災害時に衛生管理の状況別対応を検討し，施設内で共有している。 

    （資料１４ p４０） 

 □ 調理済み食品について，保管のルールを検討し必要物品を準備している。 

 □ 食中毒予防のために，利用者へ注意喚起するための張り紙などを用意している。 

 □ ゴミ（特に生ゴミ・食事の残渣）の処理・保管方法について検討し，施設で共有 

  している。 

 □ トイレの殺菌・消毒方法を検討し，必要物品を確保している。 
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５ 備蓄食品・物品の管理と活用 

【目的】 

 非常・災害時に使用する備蓄食品や物品は，利用者の特性や施設の立地条件等を勘案

し，種類，量，保管方法，保管場所等を検討し，備蓄食品を活用した食事提供ができる

ように整備されている必要があります。また，非常・災害時用の備蓄食品の他，在庫食

品も有効に活用できるよう管理することが大切です。 

 緊急な給食の配送や弁当の調達が可能で，十分な衛生管理を行っている業者を把握し

ておく等，利用者に対し，給食提供を継続できる体制を整備しましょう。 

  

①備蓄のポイント 

【要点】 

□ 非常・災害時用献立に基づき，施設利用者の特性に合わせた食種（腎臓食，アレル

ギー食，離乳食等）や食形態（軟菜，ソフト食，ペースト食等）の食品や水を備蓄し

ている。 

□ 備蓄食品は、備蓄専用品だけでなく定期的に通常の給食として提供できる食材（市

販のレトルト・缶詰やＬＬ牛乳等）を含めている。 

□ 備蓄をしておくものは食品だけでなく，使い捨て食器，割り箸，スプーン，紙コッ

プ，ストロー等の食事に必要なものや，トレー，コンテナ等の運ぶものについても検

討し備蓄している。（資料１５ p４１） 

□ 食品を温めたり，調理するための熱源（カセットコンロ，プロパンガスボンベとコ

ンロの一式等）やお湯を沸かすための調理に必要なやかん，鍋等も用意している。 

□ 備蓄食品・物品は，適切な場所（取り出しやすい場所，浸水被害を受けない場所，

分散して保管する等）を施設に合わせて検討し，保管している。 

□ 備蓄品の保管場所は，施設内の見取り図，倉庫内のどこに何があるか等も図にする

など，施設内の誰が見ても分かるようにするとともに，施設内の全職員に周知してい

る。 

□ 非常・災害時に必要な食数については，施設利用者分だけでなく，職員分，施設利

用者以外の受け入れ，地域住民分などの食事提供は必要かどうかを検討した上で，必

要数（人数・日数・形態等）を確保している。 

□ 栄養士や調理師が出勤できない場合でも，備蓄品等を活用し，誰もが食事を提供で

きるよう，提供時間，提供方法，備蓄場所等を施設内で共有している。 

□ 給食を停止した場合に備え，緊急な給食の配送や弁当の調達が可能な業者を把握し

給食や弁当の提供について内容や配送方法を決めている。 
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震災当時，食糧といえば保育所には子どものおやつしかありませんでした。地域の方が避難してき

て，一晩はお茶とお菓子をみんなで分け合い過ごしました。また，午睡用の布団も提供しました。 

 現在は通常のおやつに加え，飲用水とカンパン等を備蓄しています。また，避難訓練の際は子ども

各自「非常持ち出し袋」を通所リュックに入れて避難しています。 

※非常持ち出し袋の内容（非常持ち出し袋は施設に通っている子どもの分である。） 

 水５００ｍｌ，カンパン，アルミシート，ティッシュ，マスク，ホッカイロ 

【匿名保育所（気仙沼市）】 

コラム 15 震災を受けての取り組みと備蓄の必要性について 

 使い捨て食器や割り箸等の備蓄はしていましたが，大規模災害時には備蓄品もすぐに底をついてしま

いました。先行きが見えず，いつ水が使用できるようになるかわからなかったので，食器にラップをか

けたり，アルミカップを活用したりして，食器の汚染を最小限にするよう努めましたが，ラップ等の備

品や消毒用のアルコール製剤が大量に必要になりました。この経験を踏まえて，衛生資材を多く備蓄す

るようにしています。                        【真壁病院（東松島市）】 

コラム 16 衛生資材は多めの備蓄が必要 

 備蓄食品として保管していたα米は，お湯や水で戻した状態では，かたくて高齢者にとってはとても

食べづらいものでした。このため，主食は粥缶を備蓄することに変更しました。 

【第二和香園（石巻市）】 

コラム 17 高齢者が食べやすい備蓄食への変更 

 深夜などに大きな地震が起きることも多く，施設内スタッフから，食事が提供できるか不安という声

があがったことから，厨房スタッフ等が不在の際にでも１食目の食事は残ったスタッフで提供できるよ

う，非常時に提供する１食目の食事については，特に提供の方法などを詳細にマニュアル化して，全ス

タッフに方法を周知するようにしています。              【第二和香園（石巻市）】 

コラム 18 １食目の非常食提供マニュアル 

 ２Ｌの水など大きいサイズの水は，コップが必要だったり，重すぎたりと飲料用として使用には適し

ていませんでした。用途に応じて，飲料水として使うものは５００ml 以下のサイズ，調理水や洗浄な

ど大量に使用する水は２Ｌサイズなど，使用量と使い方に応じて調達し，保管場所も，飲料用は居室の

近くに保管するなど分けておくと非常時にスムーズに対応できると思います。 

【第二和香園（石巻市）】 

コラム 19 水は用途に応じたサイズの備蓄が必要 
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 今回の震災で，給水車が施設にきてくれたのが震災後１週間程度たってからで，水の確保にとても苦

労しました。震災後は調理水などを確保するため，２００Ｌ入りのタンクを購入し，水を備蓄し，タン

クはキャスターをつけて運搬もできるようにしています。また，施設に自動販売機を設置している業者

さんと，飲用の備蓄水（５００ml）７０ケースを施設に配置し，半年に１回無償で交換してもらう契約

を結んだ他，震災時に自動販売機のロックを解除し，中の飲み物を利用できる契約を結ぶなど，色々な

方法で，水を確保する対応をとっています。              【さつき苑（東松島市）】 

コラム 20 水の備蓄は色々な方法で行っています 

震災後，法人の給食部で災害時の振り返りを行った際に，各施設によって様式が異なっていたため，

備蓄一覧の見直しを行い，様式を統一しました。また，施設によってばらつきがないよう非常食は３

日分，水，その他物品も最低限揃えるものを統一しました。 

統一したことで，栄養士の異動があっても対応しやすくなったとともに，災害時においても余って

いる物品の把握ができ，施設間の調整にいかせるようになりました。そのほか介護部等にも備蓄一覧

を渡し，整備したため，栄養士がいないときや訓練時でも職員が対応できるようになりました。 

そのほか，今回の見直しによって，各施設の栄養士の意識付けにもなりました。 

【社会福祉法人恵泉会 給食部】 

 

コラム 21 法人内で備蓄一覧の様式及び最低限の備蓄物品を統一 

水道は震災発生から 3 日目に，電気は 7 日目に復旧しました。しかし，一週間が過ぎても食品

業者は一向に動きません。そこで，院内に食料調達担当を設けて近隣の個人商店などを回り，肉，

魚，豆腐・納豆など，利用できそうなものを仕入れてもらい，その日の入手状況により臨機応変

に献立を変更しました。急遽マグロの刺身を出して喜ばれたこともありました。 

東日本大震災時は多くの皆様の御協力をいただき無事に食事を出し続けることができました。

今回の災害を経験し，食料品の備蓄の中身を見直し，非常用電源を厨房機器へも供給していただ

きました。この経験を基に非常時の対応マニュアルも改訂し今後に活かせるようになっています。  

【永仁会病院（大崎市）】 

コラム 22 ガソリン不足に食品業者がストップ 



 

 

２２ 

 

②備蓄食品の循環と管理 

【要点】 

□ 備蓄食品は，保存期限に対応して計画的に更新している。 

□ 備蓄品は，１年に１度は見直しを行い，食料に関しては保存期限が向こう１年に満  

 たないものを防災訓練時に提供し，備蓄内容の検討や非常食への理解へ役立てている。 

□ 在庫食品・物品管理表で，在庫食品・物品の名称，量，消費・保存期限を管理して 

 いる。 

□ 特定保健用食品やサプリメント等の調達も必要となることもあるため，日頃から，  

 納入業者や他の流通ルートも把握している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

非常食として１日３食×５日分のアルファ化米と缶詰などを備蓄していましたが，震災時には冷

蔵庫が使用できなくなったことや，この状況がいつまで続くか予測不可能だったことから，まずは

長期保存が難しい食材（当日納品された給食食材等）から使用することとし，保存可能なα米や缶

詰は後から使用することとしました。 

このことや入れ替え時の問題から，非常食といっても長期保存できる缶詰やアルファ化米だけで

はなく，普段使用している食材の活用も考慮することが必要だと感じたため，普段使用している食

材で，非常食として活用可能な食材などを，非常食に加えて備蓄し使用（入れ替え）することで，

訓練時の活用方法が広がり，期限切れも減らすことができました。 

【はんとく苑（登米市）】 

 

 委託業者に３日分の非常食の確保，備蓄をお願いしています。使用期限が近くなったら給食に使用

するとなっていたものの，見直し時期が不定期であったため，期限が近くなった非常食を慌てて使用

することもありました。 

 そのため，非常食の見直しを「年に○回，○月と○月」と明確にしました。その結果，非常食を通

常の給食に使用する流れが明確になり，スムーズに活用できるようになり，また，委託会社と非常食

について話し合いの機会にもなりました。           【社会福祉法人恵泉会 給食部】 

コラム 23 非常食の見直し期間の明確化が必要 

コラム 24 非常食はアルファ化米や缶詰だけではない 
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６ 非常・災害時献立と栄養管理 

【目的】 

 非常・災害時には，心理的な負担等から，利用者の食欲不振や身体状況の変化等が起

こることが想定されます。利用者の身体状況の悪化を防ぐためには，その変化を適切に

把握し，身体状況に合わせた内容で食事提供することが求められます。また，非常・災

害時に，提供できる食種や食形態等を食品の備蓄状況と合わせて整理しておくことも必

要です。 

①利用者の状態確認 

【要点】 

□ 非常・災害時における利用者の栄養状態・食形態の確認方法を決めている。 

（資料１６ p４２） 

□ 非常・災害時に提供可能な食種・食形態について決めている。（資料１７  p４３） 

□ 電子データで患者情報（食事形態・禁止食品等）を管理している場合のバックアッ

プ方法や食事提供の記録確認方法を決めている。（資料１８ p４４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本館病棟の一部損壊により，すべての患者様が新館病棟へ転棟となりました。また，電子カルテ等の

情報システムの停止も重なり，栄養部門では患者様の転棟先さえ把握出来ず，転棟先の患者数を看護師

とともに数え，詳細な食事情報も無いまま被災当日の夕食は備蓄食を提供しました。しかし，新館病棟

には入院患者様のほか，付き添い者や外来から避難してきた患者様も多数居られ，1 食あたりの予定数

量を超えて払い出されてしまい，ライフライン復旧までの備蓄食提供に支障を来す恐れがありました。

そこで，翌日からは入院患者様の常食・粥食・濃厚流動食数の報告に基づいて食事提供を行いました。 

被災後 18 日目にシステムが復旧し，通常どおり食札による個別管理での食事提供を再開することが

できました。                             【大崎市民病院（大崎市）】 

コラム 25 電子情報システムが停止した中での食事提供 

 震災時に地域の市場からバナナが大量に入手でき，患者に配っていましたが，透析患者にバナナを大

量に提供することはカリウムの過剰摂取につながり急変等の恐れがあると感じ，提供しないようにしま

した。血液検査ができないため，震災時でも透析患者や食物アレルギー，服薬による禁食の対応は必須

と感じたので，震災時に使用する予定の食札の様式について，”汁なし・高カリウム・果物禁”や”ア

レルギー”などの記述をしたものを作成し，震災時でも配慮した食事の提供ができるように備えていま

す。                                【真壁病院（東松島市）】 

 

コラム 26 アレルギー等の配慮も準備が必要 



 

 

２４ 

 

②非常・災害時用献立作成 

【要点】 

□ ライフラインや通常の食材流通ルートが正常に機能しない状況を想定し，状況に応

じた非常・災害時用献立を作成している。 

□ 施設利用者の食種に対応した献立（腎臓食，アレルギー食，離乳食等）を作成して

いる。 

□ 施設利用者の食形態に応じた献立（軟菜，ソフト食，ペースト食等）を作成してい

る。（資料１９ p４５） 

□ 非常・災害時の献立を作成し，疾患によっては，エネルギー等摂取量が関係するも

のがあるため，栄養価計算結果を明記している。（資料２０ p４６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

非常時の刻み食の提供においては，調理従事者数や調理機器の状況によって，対応が困難な場合

が考えられます。その際には対象者を対応可能な食事形態に再度組み分けをすることで対応をする

こととしました。また，ミキサー食やムース食などの対応も，極刻みにとろみあんをかけるなど対

応方法を決めました。治療食については，体調や服薬など影響が生じる場合があるため，医師や看

護師と相談の上，対応を検討することとしました。 

以上のように対応を明確にし，さらにマニュアルにも明記しています。 

【はんとく苑（登米市）】 

 

 地震直後よりライフラインすべてが断たれ、物流もストップしました。当施設には経管栄養の

方が５名いましたが、その濃厚流動食をストックしておらず、すでに納品されていた４日分だけ

だった為、震災２日目より医師の許可を得て次のような対応に切り替えました。一日に流動食を

使用するのは１回（昼）だけとし、2回（朝、夕）は水400cc＋砂糖100ｇ＋塩1.5ｇの水溶液

を注入しました。その結果、1日に一度は濃厚流動食を流すことができ褥瘡を作ることもなく14

日間を乗り切ることができました。また、砂糖の入手に苦労しましたが、玄関に張り紙をしたと

ころ利用者のご家族様から沢山の協力をいただくことができました。現在は、濃厚流動食を1週

間分をストックし、常に回転させながら備蓄しています。 

【高森ロマンホーム（栗原市）】 

 

事例提供：社会福祉法人槃特会 はんとく苑 

 

コラム 27 非常時の治療食や刻み食等の対応を明確にした 

コラム 28 経管栄養への対応 
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７ 食事配膳・下膳の対応 

【目的】 

 通常，エレベーターや温冷配膳車を使用して配膳している施設は，電気が寸断された

場合にもスムーズに配膳が行われるように検討しておく必要があります。 

 

【要点】 

□どのようにして，誰が配膳するかを決めている。（資料２１  p４７，資料２２  p４８） 

□どのようにして，誰が下膳するかを決めている。 
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Ⅲ 資料編 

１ 本文関係資料 

資料 1 非常災害時初期対応ﾌﾛｰﾁｬｰﾄ（仙台市保育所連合会給食会研究委員会の例） 

 

 

 

【ポイント】 
非常災害時における給食提供の判断フローが示されており，特に，ライフラインの状

況別に対応方法が詳細に記載されている。 



 

 

２７ 

 

資料 2 非常時食事提供ﾌﾛｰﾁｬｰﾄ（特別養護老人ホーム岩出の郷の例） 

 

非常時食事提供フローチャート

*食事の提供について、交通事情や食料の搬入状況、ライフラインの復旧状況
等に応じて、その提供方法を検討していく。場合によっては、他施設に支援依
頼をする。

1 地震など災害発生

2 初期対応
(火を消す、ガス・元栓を閉める。火災の場合は、消火活動)

3 勤務者の確認
(出勤前であれば責任者等が職員に連絡する。)

4 調理室の被害状況の把握

5 施設内災害対策本部ライフラインや調理作業
の不可を報告

６ 調理作業が不可能であれば非常用食品提供
の準備
(献立内容・作業手順を確認する。)

７ 施設ごとに食数を把握
(食札またはユニットごとの患者食一覧表を作成)

8 食料品と食数を数え、各ユニットに運搬
(エレベーターの運転について確認する）

9 入居者に配膳する
(食札または、入居者一覧表で確認しながら配膳する。)

10 残食の回収

【ポイント】 
 非常・災害発生時の給食提供におけ
る流れを一覧で作成している。 
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資料 3 非常時外部連絡先一覧（仙台市保育所連合会給食会研究委員会の例） 
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【ポイント】 
 非常時に必要な連絡先の一覧表を，非常時の連絡手段，時間外の電話番号を含
め作成している。 
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資料 4 連絡招集体制（病院の例） 

 

〈勤務時間内〉

　確認

　確認 各部長

　協力要請 （薬剤・検査・放射線）

連絡

協力

要請

〈休日及び勤務時間外〉

（１）配備体制有りの場合

依頼

　確認 各部長

協力要請 （薬剤・検査・放射線）

連絡 協力

　要請

（２）配備態勢無しの場合

確認 協力要請

連絡 協力

　要請

看護部長

放　送

依頼

ＥＶ停止 事務局

復旧不可

当直看護長

指示 報告

栄養管理部

各病棟

指示 報告

委託会社

放　送

ＥＶ停止
事務局(防災
センター）

復旧不可

委託会社

委託会社 指示 報告

栄養管理部
各病棟

放　送

実施

ＥＶ停止
防災セン

ター
委託会社

復旧不可

【ポイント】 
 勤務時間等に合わせて連絡招集体制
が，組織として決められている。 
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資料 5 津波警報発令時の行動指針（石巻港湾病院の例） 

 

【ポイント】 
 発災直後における栄養科内
の役割分担を明確にしている。 
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資料 6 災害対策本部組織機構図（栗原市立栗原中央病院の例） 
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査
⑦

  
  

参
集

職
員

の
配

置
③

  
  

被
害

状
況

を
チ

ェ
ッ

ク
し

災
害

対
策

本
部

に
報

告
す

る
　

　
★

　
入

院
患

者
の

給
食

へ
の

対
応

（
災

害
時

用
非

常
食

）
と

水
の

制
限

を
指

示
⑧

  
  

マ
ス

コ
ミ

対
策

・
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
対

応
　

　
　

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

（
特

に
、

電
気

・
水

・
エ

レ
ベ

ー
タ

）
・
病

棟
・
外

来
・
放

射
線

・
検

査
・
薬

剤
・
手

術
室



　

　
★

　
マ

ス
コ

ミ
対

応
⑨

  
  

北
側

救
急

玄
関

の
交

通
整

理

※
　

災
害

発
生

時
に

各
部

門
班

に
指

定
す

る
職

員
が

参
集

で
き

な
い

場
合

は
，

そ
の

職
の

下
位

の
職

員
が

指
定

職
員

が
参

集
す

る
ま

で
の

間
の

代
行

を
行

う
も

の
と

す
る

。

　
　

　
　

５
　

栗
原

市
立

栗
原

中
央

病
院

災
害

対
策

本
部

組
織

機
構

図

災
害

対
策

本
部

本
部

長
【
病

院
長

】
構

成
員

【
副

院
長

（
佐

藤
）
】【

副
院

長
（
中

鉢
）】

【副
院

長
（高

橋
）】

【
事

務
局

長
】

【
看

護
部

長
】
【副

看
護

部
長

】【
総

務
課

長
】【

医
事

課
長

】

〔
担

当
事

項
〕

総
括

，
本

部
機

能
の

総
合

調
整

，
情

報
収

集
・発

信
，

安
全

管
理

，
関

係
機

関
等

対
外

調
整

等
を

行
う

。

災
害

対
策

指
揮

部
門

◎
【
副

院
長

（
中

鉢
）】

【
副

院
長

（高
橋

）
】【

事
務

局
長

】【
副

看
護

部
長

】【
総

務
課

長
】
【総

務
課

長
補

佐
】

〔
担

当
事

項
〕

人
材

，
情

報
，

診
療

材
料

，
医

薬
品

，
施

設
の

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
復

旧
，

後
方

支
援

の
派

遣
要

請
な

ど
の

総
合

的
調

整
を

行
う

。

管
理

係

◎
【
総

務
課

長
】

【
総

務
課

総
務

係
職

員
】

【
医

事
課

医
事

係
職

員
】

【
業

務
委

託
会

社
警

備
員

】
【
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科

技
師

】

【
連

携
室

】

〔
担

当
事

項
〕

◆
ス

タ
ッ

フ
へ

の
連

絡
◆

外
来

患
者

へ
の

ア
ナ

ウ
ン

ス
◆

入
院

患
者

へ
の

ア
ナ

ウ
ン

ス
◆

出
勤

者
チ

ェ
ッ

ク
，

マ
ン

パ
ワ

ー
の

確
保

と
配

置
，

休
憩

の
管

理
◆

被
災

患
者

受
診

者
リ

ス
ト
，

被
災

患
者

、
入

院
リ

ス
ト
の

整
理 ◆

マ
ス

コ
ミ

対
応

◆
進

入
路

確
保

◆
群

衆
整

理
◆

交
通

整
理

◆
治

安
維

持
◆

災
害

情
報

の
周

知

情
報

係

◎
【
総

務
課

長
補

佐
】

【
総

務
課

総
務

係
職

員
】

〔
担

当
事

項
〕

◆
必

要
な

情
報

の
収

集
・
発

信
災

害
情

報
の

チ
ェ

ッ
ク

病
院

被
害

状
況

の
チ

ェ
ッ

ク
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

チ
ェ

ッ
ク

入
院

患
者

の
被

害
状

況
の

チ
ェ

ッ
ク

空
床

情
報

IC
U

情
報

医
療

機
器

（
呼

吸
器

な
ど

）
の

情
報

◆
各

部
門

か
ら

の
被

害
状

況
を

集
約

し
病

院
院

機
能

を
評

価
す

る ◆
記

録
（
写

真
撮

影
と

時
系

列
に

イ
ベ

ン
ト
を

記
録

）

連
携

係

◎
【
事

務
局

長
】

【
総

務
課

総
務

係
職

員
】

〔
担

当
事

項
〕

◆
自

治
体

の
災

害
対

策
本

部
、

消
防

救
急

隊
，

警
察

な
ど

と
の

連
携

◆
後

方
支

援
病

院
の

確
保

◆
救

急
無

線
の

確
保

（救
急

車
対

応
）

◆
防

災
無

線
対

応
◆

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

受
入

対
応

◆
ヘ

リ
ポ

ー
ト
と

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

を
確

保
◆

緊
急

車
両

の
確

保

施
設

係

◎
【
総

務
課

財
務

係
長

】

【
総

務
課

財
務

係
職

員
】

【
業

務
委

託
会

社
職

員
】

【
医

療
情

報
管

理
室

職
員

】

〔
担

当
事

項
〕

◆
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

確
保

・
復

旧
◆

電
気

・
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
復

旧
◆

二
次

災
害

対
策

（
特

に
火

災
）

◆
空

調
管

理
◆

医
療

ガ
ス

点
検

◆
電

子
カ

ル
テ

サ
ー

バ
ー

の

損
傷

の
把

握
と

復
旧

物
品

担
当

係

◎
【
総

務
課

財
務

係
長

】
◎

【
薬

剤
科

長
】

◎
【
栄

養
管

理
室

長
】

【
総

務
課

総
務

係
職

員
】

【
総

務
課

財
務

係
職

員
】

【
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
士

長
】

〔
担

当
事

項
〕

◆
災

害
時

物
品

の
準

備
・搬

送
（
災

害
時

テ
ン

ト
、

ト
リ

ア
ー

ジ
タ

ッ
グ

、
カ

ル
テ

、
採

血
管

な
ど

）
◆

ト
リ

ア
ー

ジ
ポ

ス
ト
設

営
（
テ

ン
ト
、

机
、

看
板

な
ど

）
◆

ス
タ

ッ
フ

の
食

事
・水

の
確

保
◆

そ
の

他
必

要
物

品
と

資
材

の
調

達 ◆
ゴ

ミ
処

理

診
療

部
門

◎
【
副

院
長

（
佐

藤
）】

【
副

看
護

部
長

】【
医

事
課

長
】
【医

事
課

長
補

佐
】

〔
担

当
事

項
〕

入
院

診
療

，
外

来
診

療
，

救
急

医
療

の
総

合
的

調
整

を
行

う
。

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

【
医

師
】

【
看

護
師

】
【
業

務
調

整
員

】

災
害

時
に

出
動

す
る

医
療

チ
ー

ム
を

必
要

に
応

じ
て

編
成

す
る

。
（
被

災
地

が
市

内
の

場
合

）

出
動

は
，

出
動

要
請

ま
た

は
病

院
の

自
主

判
断

に
よ

る
も

の
と

し
，

出
動

の
可

否
の

決
定

は
，

災
害

対
策

本
部

の
本

部
長

も
し

く
は

代
理

者
が

行
う
。

（
Ⅰ

外
科

チ
ー

ム
Ⅱ

整
形

外
科

チ
ー

ム
Ⅲ

内
科

チ
ー

ム
１

Ⅳ
内

科
チ

ー
ム

２
）

【
災

害
対

策
本

部
の

方
針

決
定

】

a
入

院
外

来
患

者
の

避
難

誘
導

が
必

要
か

ど
う

か
決

定
す

る

b
外

来
診

療
を

ど
う

す
る

か
決

定
し

、
外

来
患

者
へ

周
知

さ
せ

る

c
災

害
医

療
へ

の
切

り
か

え
を

宣
言

し
、

指
示

す
る

・
ト
リ

ア
ー

ジ
ポ

ス
ト
と

ト
リ

ア
ー

ジ
チ

ー
ム

を
作

り
、

被
災

患
者

へ
対

応

・
災

害
時

用
カ

ル
テ

の
運

用
を

指
示

す
る

・
災

害
時

採
血

検
査

と
単

純
撮

影
／

C
T

撮
影

を
指

示
す

る

d
給

食
を

災
害

時
用

非
常

食
に

す
る

か
ど

う
か

決
定

す
る

e
風

呂
や

ト
イ

レ
の

水
の

制
限

を
指

示
す

る
f

マ
ス

コ
ミ

対
応

：
院

内
取

材
を

禁
止

し
、

記
者

会
見

で
対

応
す

る
旨

を
掲

示
す

る
g

被
災

地
が

市
外

の
場

合
に

、
D

M
A

T
隊

員
を

出
動

さ
せ

る
か

ど
う

か
決

定
す

る

災
害

対
策

本
部

の
決

定
に

基
づ

き
，

入
院

診
療

を
継

続
す

る
か

入
院

患
者

の
避

難
を

行
う
。

同
時

に
，

二
次

災
害

を
防

止
（
特

に
火

災
）に

努
め

る
と

と
も

に
，

入
院

患
者

が
パ

ニ
ッ

ク
に

な
ら

な
い

よ
う
に

配
慮

す
る

。
さ

ら
に

，
水

の
制

限
（風

呂
ト
イ

レ
洗

面
な

ど
）ま

た
，
食

料
や

飲
料

水

に
つ

い
て

も
災

害
対

策
本

部
の

指
示

を
入

院
患

者
に

伝
達

す
る

。

災
害

対
策

本
部

の
決

定
に

基
づ

き
，

外
来

診
療

の
継

続
・中

止
・災

害
医

療
へ

切
り

替
え

を
行

う
。

そ
れ

に
応

じ
て

，
患

者
を

非
難

ま
た

は
帰

宅
さ

せ

る
。

一
次

ト
リ
ア

ー
ジ

ま
た

は
二

次
ト
リ
ア

ー
ジ

を
行

う
。

北
口

玄
関

か
ら

表
玄

関
へ

向
か

う
，

一
方

向
の

動
線

と
す

る
。

ト
リ
ア

ー
ジ

オ
フ

ィ
サ

ー
と

ト
リ
ア

ー
ジ

チ
ー

ム
を

編
成

す
る

。

一
次

ト
リ
ア

ー
ジ

：
ト
リ
ア

ー
ジ

セ
ン

タ
ー

を
救

急
玄

関
前

に
設

置
し

、
一

次
ト
リ
ア

ー
ジ

を
行

う

救
急

隊
の

無
線

で
搬

送
患

者
の

情
報

を
得

る

二
次

ト
リ
ア

ー
ジ

は
救

急
室

で
行

う

・
赤

ポ
ス

ト
：
救

急
室

・
黄

色
ポ

ス
ト
：
中

央
処

置
室

と
外

科
お

よ
び

整
形

外
科

の
外

来

・
緑

ポ
ス

ト
：
外

来
待

合
室

と
ホ

ー
ル

ト
リ
ア

ー
ジ

さ
れ

た
患

者
に

必
要

な
処

置
を

行
う

原
則

と
し

て
、

赤
は

入
院

か
搬

送
、

黄
色

は
入

院
、
緑

は
帰

宅

処
置

後
、

後
方

搬
送

か
、

入
院

治
療

か
、
帰

宅
さ

せ
る

か
決

定
し

、

帰
宅

者
に

は
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

渡
す

。

遺
体

安
置

室
、

剖
検

室
を

使
用

す
る

ト
リ
ア

ー
ジ

カ
ー

ド
に

番
号

を
つ

け
、

遺
体

安
置

者
リ
ス

ト
の

作
成

写
真

撮
影

（
ト
リ
ア

ー
ジ

カ
ー

ド
の

番
号

、
全

身
お

よ
び

顔
）

警
察

へ
の

連
絡

、
検

死

入
院

患
者

対
応

係
◎

【
各

科
医

師
】

【
各

病
棟

看
護

師
長

】

外
来

患
者

対
応

係
◎

【
各

科
医

師
】

【
外

来
副

看
護

師
長

】

被
災

患
者

受
入

係
◎

【
各

科
医

師
】

【外
来

看
護

師
長

】

【
医

事
課

医
事

係
職

員
】

医
療

救
護

係
◎

【
各

科
医

師
】

【看
護

師
】

【
コ

メ
デ

ィ
カ

ル
部

門
技

師
】

遺
体

安
置

係
◎

【各
科

医
師

】

【
看

護
師

】

【ポイント】 
 施設内の災害対策本部が，給食提供の
意思決定をすることについて明記され
ている。 
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資料 7 石巻保健所管内災害時給食施設栄養士ネットワークの例 

 

石巻保健所管内災害時等給食施設栄養士ネットワーク会議について 

石巻保健所管内では，災害時等に給食施設間での共助体制の構築を目的に，平成２３年度から「石巻管内災

害時等給食施設栄養士ネットワーク会議」を実施しています。 

この会議では，１日３食を提供する給食施設と保健所，管内市町の栄養士等をメンバーに，「地域内で被災情報

や支援物資等の情報を共有し，有効活用すること」を当面の目標として活動をしています。 

現在は，災害時の情報共有に向け，管内を７つのグループに分け，連絡網１）や被災情報の報告２）３），情報伝

達のルール４）などの検討を行っている他，情報を伝達する訓練なども実際に行ってみて「災害時に使えそうか」

「実施上の課題はないか」等の検証も行っています。また，各グループで話し合いを行うことにより，施設の災害

時の備えに関する情報交換や，震災時の経験・教訓を震災経験のないメンバーに伝える機会にもなっており，各

施設の自助の強化や近隣施設間での顔の見える連携体制づくりなどにもつながっています。 

まだまだ検討が必要な点は多いですが，このような取組を通じながら，地域ぐるみで東日本大震災での経験や

教訓を今後に活用していくための活動を行っています。 

参考１） 石巻保健所管内 災害時給食施設栄養士連絡
網 

参考２）被災状況報告のルール 

【ポイント】 
 近隣給食施設栄養士間で，平常時から非常・災
害時を想定した連絡・情報共有手段について整備
するとともに，平常時から訓練を行っている。 

・市町内で震度５強以上の地震発生時（食事提供に支障をきたす風雨災害等も含む）、発災４８時間以内に「被災
状況報告書」によりＦＡＸで保健所に報告（ＦＡＸが使用できない場合は，班長施設へ訪問等により連絡する） 
・報告のない施設の状況を保健所で確認し、要支援情報（必要に応じ被災状況）をとりまとめ全施設へ還元。 
・支援可能な施設は保健所あて連絡し、保健所で支援調整を行う。 
＊被害状況と併せて要支援情報・災害時に共有すべき情報があれば報告・還元する 
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参考３）被災状況の連絡票 

参考４）情報伝達のルール 
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資料 8 高齢者食形態基準（2012 年版）（東京都多摩立川保健所の例） 

 

 

 

 

  

  

 東京都多摩立川保健所では，高齢者施設の入所者のＱＯＬの向上を図ることを
目的に，食形態（食品や料理の大きさ，硬さ，凝集性，付着性等）に関する基準
の策定と施設間のネットワークの構築を進めています。 
 このことは，入所者が施設や病院間を移動する際の食形態の連続性を保つこと
につながり，非常・災害時にも活用できるものと考えられます。 

【ポイント】 
 近隣給食施設間で，給食の食形態の統一化を図ることで，高齢者施設の入所者が
病院に移動する際等に個人にあったスムーズな給食提供ができる。 
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資料 9 高齢者食形態基準（2012 年版）栄養サマリー（東京都多摩立川保健所の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【ポイント】 
 施設での食事状況について連絡する様式
を統一することで，近隣給食施設間での移動
時に，スムーズな給食提供ができる。 
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資料 10 被災状況等報告書（栗原市立栗原中央病院の例） 

 

 

 

【ポイント】 
 非常・災害時に給食部門の被害状況として確認すべき項目のチェックリストを作成
し，非常・災害時にすぐに被災状況が確認できるように整備されている。 

時 分

○ 名
○ 名
○ 名
○ 名

名

:

:

: :

: :

: :

:

※災害対策本部（総務課）に報告してください。

栄養管理室

　コンビオーブン

　ガス回転釜

　蒸気回転釜

　ガステーブル

　炊飯器

　ライスミニ

　温冷配膳車

３．その他報告事項等（死亡者氏名等）

　食器洗浄機

　食器消毒保管庫

　調乳機器

　その他

　プレハブ冷蔵庫

　プレハブ冷凍庫

機 器 等 の 損 壊 状 況

名　　　　　　称
損壊の
有　無

詳　　細　　の　　状　　況

　水道の使用状況　・・・・・・・・・・　使 用 不 能 一部使用可能 使 用 可 能

　ガス漏れの状況　・・・・・・・・・・　有 無

　電気の使用状況　・・・・・・・・・・使 用 不 能 一部使用可能 使 用 可 能

　電話の通話状況　・・・・・・・・・・不　　　通 一 部 不 通 使 用 可 能

　壁や天井の損壊　・・・・・・・・・・　損　壊　有 損　壊　無

　避難通路の確保　・・・・・・・・・・　困　　　難 可　　　能

中 等症 ・・・

軽 症 ・・・

計

２．物的被害

１．人的被害

　職員状況（勤務人員　　　　名）

死 亡 ・・・

重 症 ・・・

 午前

 午後
部 署 名 報 告 書 報告時間

被害状況等報告書（栄養科用）
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資料 11 地震発生時の点検場所・設備リスト（介護老人保健施設の例） 

 

 

【ポイント】 
 地震発生時に災害対策本部で取りまとめる施設全体の点検項目について，平常時
から役割分担され，速やかに被災状況を確認する体制がとられている。 

地震発生時の点検場所・設備リスト  

防災委員会 

 点 検 場 所 チェック 点検責任者 

１ エレベーターが停止していないか（１～３号機）  事務長 

    

２ 機械室関係   

  中央監視板に警報が出ていないか  事務長 

    

３ ユニット、共有スペース（２～４階）  師長 

  入所者に怪我や興奮、不安の訴え等はないか  リーダー 

  施設・備品の転倒、破損はないか   

   ・居室、食堂ホール、リハビリホール   

   ・自動販売機、公衆電話、洗濯乾燥機、テレビ等   

   ・非常口ドア、その他のドア   

   ・水漏れ   

  マスターステーション内の施設、備品に異常はないか   

    

４ １階  事務長 

  施設・備品の転倒、破損はないか   

   ・事務室、施設長室等   

   ・非常口ドア、その他のドア   

   ・自動販売機、公衆電話等   

   ・水漏れ   

   ・デイケアホール、パワーリハビリ機器等  リハビリ担当 

    

５ 厨房  管理栄養士 

  施設・備品の転倒、破損はないか   

  出火していないか   

    

６ 施設外回り  防災委員 

  施設外回り、駐車場の異常はないか   

  建物外壁等に亀裂、異常はないか   

 

〇地震発生時には点検責任者が速やかに上記の項目を点検し異常の有無を報告する 

〇入所者の状態が変化した場合には、その対処を優先的に行う 

〇休日・夜間帯で震度５以上の場合は各部署の責任者が出向き点検を行い、被害状況を把握する 

 

※震度は震度計が置かれている地点の観測値であり、同じ市町村でも震度が異なることがある。 

 震度が同じであったも、建物の構造や地盤、地形により揺れ方が異なり被害の程度も異なることがあ

る。 

 よって上記におけるチェック項目はおおよその目安であり、状況によって臨機応変に対応すること。 
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資料 12 災害時における点検箇所（介護老人保健施設の例） 

 

＜災害時における点検箇所＞ 

●水道・電気の確認 

 可 不可 要点検 

水  道    

電  気    

エレベーター    

 

●復旧までに要する時間の確認 

  水    道（                     ） 

  電    気（                     ） 

  エレベーター（                     ） 

●調理機の安全点検 

 熱源 可 不可 備考 

冷 蔵 庫 電気    

プレハブ冷蔵庫 〃    

冷 凍 庫 〃    

炊 飯 器 〃    

ブラストチラー 〃    

真空パック機 〃    

スライサー 〃    

洗 浄 機 〃    

消毒保管庫 〃    

そ の 他 〃    

     

スチコン 電気& 

水道 

   

災害対策本部に報告する。 

使用できない場合は普及までの対応マニュアルに従う。 

【ポイント】 
 地震発生時における厨房内の点検項目について，平
常時からチェックリストを作成し，速やかに施設内の
災害対策本部に報告する体制がとられている。 

 



 

 

３９ 

 

資料 13 非常災害時初期チェック項目表（仙台市保育所連合会給食会研究委員会の例） 

  

チ
ェ

ッ
ク

チ
ェ

ッ
ク

が
つ

か
な

い
場

合
に

取
り

組
む

こ
と

調
理

室
の

使
用

が
可

能
か

　
・
代

替
場

所
を

確
保

す
る

室
内

の
設

備
の

破
損

は
な

い
か

　
･代

替
設

備
を

使
用

す
る

食
器

の
破

損
、

汚
染

は
な

い
か

　
・
紙

皿
や

ラ
ッ

プ
、

ビ
ニ

ー
ル

袋
等

で
代

用
す

る

ガ
ス

の
使

用
は

可
能

か
　

・
カ

セ
ッ

ト
コ

ン
ロ

、
又

は
電

磁
調

理
器

等
の

熱
源

を
使

用
す

る

水
道

の
使

用
は

可
能

か

　
・
手

洗
い

は
ウ

エ
ッ

ト
テ

ィ
ッ

シ
ュ

を
使

用
す

る
　

・
ビ

ニ
ー

ル
手

袋
等

を
利

用
し

、
手

の
汚

染
を

防
ぐ

　
・
調

理
に

は
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

水
を

使
用

す
る

　
・
器

具
や

食
器

が
洗

浄
で

き
な

い
た

め
、

ラ
ッ

プ
や

紙
皿

等
を

活
用

す
る

　
・
白

衣
の

洗
濯

が
で

き
な

い
場

合
は

使
い

捨
て

エ
プ

ロ
ン

や
帽

子
を

使
用

す
る

電
気

の
使

用
は

可
能

か

　
・
懐

中
電

灯
や

ラ
ン

タ
ン

を
使

用
す

る
　

・
ガ

ス
を

熱
源

と
す

る
器

具
を

使
用

す
る

　
・
冷

蔵
・
冷

凍
庫

内
の

食
品

の
使

用
を

考
え

る
　

・
消

毒
庫

が
使

用
で

き
な

い
た

め
、

器
具

や
食

器
の

使
用

を
制

限
す

る

予
定

通
り

の
食

材
の

確
保

は
可

能
か

　
・
食

材
の

確
保

や
作

業
が

難
し

い
場

合
、

献
立

を
変

更
す

る

予
定

通
り

の
調

理
が

可
能

か

配 膳
平

常
通

り
の

配
膳

で
食

事
が

で
き

る
か

　
・
困

難
な

場
合

は
衛

生
面

に
配

慮
し

、
保

育
室

で
配

膳
を

行
う

等
、

状
況

に
合

わ
せ

て
対

応
す

る

保
育

室
の

使
用

が
可

能
か

室
内

の
破

損
は

な
い

か

水
道

の
使

用
は

可
能

か
　

・
手

洗
い

や
テ

ー
ブ

ル
拭

き
に

ウ
エ

ッ
ト

テ
ィ

ッ
シ

ュ
を

使
用

す
る

　
・
予

防
衣

が
洗

濯
で

き
な

い
場

合
は

、
使

い
捨

て
の

エ
プ

ロ
ン

や
帽

子
を

使
用

す
る

電
気

の
使

用
は

可
能

か
　

・
懐

中
電

灯
や

ラ
ン

タ
ン

等
を

使
用

す
る

ラ イ フ ラ イ ン

保 育 室給 食 室

≪
非

常
災

害
時

初
期

チ
ェ

ッ
ク

項
目

表
≫

チ
ェ

ッ
ク

項
目

　
・
代

替
場

所
・
設

備
を

確
保

す
る

施 設 　 設 備 ラ イ フ ラ イ ン 献 立

施 設
設 備

【ポイント】 
 非常災害時の初期に確認すべき項目の一覧が作
成され，チェック欄が設けられている。 
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資料 14 災害時の衛生管理（仙台市保育所連合会給食会研究委員会の例） 

 　

○
水

道
が

復
旧

し
な

い
時

の
洗

浄
・消

毒
に

関
す

る
こ

と

＜
飲

用
以

外
の

水
が

な
い

場
合

＞
＜

備
蓄

用
水

や
外

部
か

ら
の

給
水

が
使

用
可

能
な

場
合

＞

※
給

水
方

法
と

保
管

に
注

意
し

て
、

通
常

と
同

じ
衛

生
管

理
を

基
本

と
す

る

　
汚

れ
を

ウ
エ

ッ
ト

テ
ィ

ッ
シ

ュ
等

で
ふ

き
取

り
、

ア
ル

コ
ー

ル
で

消
毒

　
　

　
石

鹸
を

使
っ

て
流

水
で

手
洗

い
を

し
、

ア
ル

コ
ー

ル
で

消
毒

　
作

業
の

際
は

使
い

捨
て

手
袋

を
使

用
同

様

エ
プ

ロ
ン

・帽
子

等
　

使
い

捨
て

エ
プ

ロ
ン

・帽
子

・マ
ス

ク
を

使
用

同
様

調
理

場
の

衛
生

　
施

設
の

安
全

を
確

認
し

、
汚

れ
を

ウ
エ

ッ
ト

テ
ィ

ッ
シ

ュ
等

で
ふ

き
取

り
　

ア
ル

コ
ー

ル
で

消
毒

　
調

理
室

以
外

で
配

膳
等

を
行

う
場

合
も

同
様

同
様

食
　

　
器

　
使

い
捨

て
の

も
の

を
使

用
同

様

器
　

　
具

　
使

い
捨

て
の

も
の

で
代

用
す

る
　

　
　

使
用

し
た

器
具

は
洗

浄
し

適
切

な
消

毒
を

行
う

提
供

す
る

水
　

備
蓄

用
水

等
飲

用
に

適
す

る
も

の
同

様

提
供

す
る

食
事

　
備

蓄
食

品
を

提
供

せ
ず

に
提

供
　

　
　

簡
便

な
調

理
で

提
供

（施
設

の
状

況
に

あ
わ

せ
て

）

食
品

・野
菜

の
下

処
理

　
下

処
理

の
必

要
の

な
い

も
の

を
使

用
　

　
　

水
を

使
用

し
て

洗
浄

、
下

処
理

を
行

う

保
育

室
の

衛
生

　
食

事
等

を
置

く場
所

は
、

ウ
エ

ッ
ト

テ
ィ

ッ
シ

ュ
等

で
汚

れ
を

取
り

　
ア

ル
コ

ー
ル

で
消

毒
同

様

子
ど

も
・保

育
士

の
手

指
の

衛
生

　
汚

れ
を

ウ
エ

ッ
ト

テ
ィ

ッ
シ

ュ
等

で
ふ

き
取

り
、

ア
ル

コ
ー

ル
で

消
毒

　
　

　
石

鹸
で

手
洗

い
を

し
、

ア
ル

コ
ー

ル
で

消
毒

○
ガ

ス
又

は
電

気
な

ど
の

熱
源

が
復

旧
し

な
い

時

調
理

に
関

す
る

こ
と

食
品

の
管

理

手
指

の
衛

生

　
冷

蔵
庫

に
保

存
し

て
あ

る
食

品
は

、
庫

内
温

度
を

確
認

し
て

使
用

す
る

　
備

蓄
食

品
、

支
援

物
資

な
ど

は
賞

味
期

限
を

確
認

し
て

か
ら

提
供

す
る

　
簡

易
調

理
（カ

セ
ッ

ト
コ

ン
ロ

な
ど

）の
場

合
に

は
火

力
が

弱
い

の
で

、
中

心
ま

で
温

度
を

上
げ

る
工

夫
を

す
る

≪
災

害
時

の
衛

生
管

理
≫

【ポイント】 
 災害時に水道が復旧しない場合の衛生管理の方法
について様々な場面を想定している。 
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資料 15 備蓄食品・物品リスト（セコム工業株式会社の例） 

 

 

 

【ポイント】 
 災害時の備蓄品について，写真入りで，品名，購入数，
購入日，賞味（保証）期限を一覧にし，管理している。 
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資料 16 利用者・食形態確認一覧（石巻港湾病院の例） 

 

 

【ポイント】 
 電子データで患者情報（食事形態・禁止食品等）が管理で
きなくなった場合に，使用する一覧表の様式を作成している。 
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資料 17 非常・災害時提供食種一覧（石巻港湾病院の例） 

 

  

【ポイント】 
 非常時に，各階で必要な食数が
記載できる食種毎の献立表を作
成している。 
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資料 18 患者別食情報および提供食数の把握方法（JCHO仙台病院の例） 

 

【ポイント】 
 電子データで患者情報（食事形態・禁止食
品等）の管理ができなくなった場合でも，病
棟別患者名簿の作成方法を決めている。 



 

 

４５ 

 

資料 19 非常・災害時用献立表（石巻港湾病院の例） 

 

【ポイント】 
 非常時に使用する５日分の献立
表を食形態毎に作成し，そのメニュ
ーの 1人分の分量，提供容器を一覧
にしている。 
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資料 20 非常時献立表の例（特別養護老人ホーム岩出の郷の例） 

 

品
名

出
来

上
り

量
(g

)
単

位
発

注
数

単
価

価
格

１
食

当
カ

ロ
リ

ー
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味
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)
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発
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１

食
当

カ
ロ
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限
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ヴ
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1缶
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缶

2箱
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16

,8
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35
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20
15
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マ
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梅
粥

26
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,6
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1
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.3
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,5

00
16

2
20

17
.8

.2
7

軟
ら

か
サ

ツ
マ

イ
モ

煮
30

30
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5
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カ
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４
２
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1,
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0
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2

ミ
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ン
プ
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20
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.1

0.
18

水 分
飲
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水
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.1

2.
6
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水
+増
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7
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.1

2.
6

マ
ジ
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ラ
イ

ス
ド
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【ポイント】 
 非常時に使用する献立表を，常食と軟食
に分けて作成され，エネルギーも記載され
ている。 
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資料 21 配膳手順書～非常食を階段リレーで配膳する場合（JCHO仙台病院の例） 

 

 

  

【ポイント】 
 非常食を階段リレー方式で配膳する場
合の役割分担，配膳方法を示した配膳手順
書が作成されている。 

[ 非常食の配膳 例 ] 
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資料 22 配膳手順書～非常食を階段リレーで配膳する場合（JCHO 仙台病院の例） 

 

 

【ポイント】 
 通常食を階段リレー方式で配膳する場合の
役割分担，配膳方法を示した配膳手順書が作成
されている。 
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２ 非常・災害時マニュアルの例 

①石巻港湾病院 

 

 

項 目 内   容 

施設名 医療法人社団 健育会 石巻港湾病院 

病床数 

１３５床 

（一般病棟４１床・回復期リハビリテーション病棟４８床・療養病

床４６床） 

運営形態 
直営 

栄養科 

スタッフ数 

１２名 

（管理栄養士２名，栄養士１名，調理師９名，調理員１名） 

震災時の状況 

 病院は，津波被害を受け，１階にある栄養事務室及び厨房が浸水

し，栄養システム及び調理機器・器具等が使用不能となりました。 

 その後，病棟内に仮設厨房を設置し，備蓄食品や法人本部からの

支援物資等を活用しながら食事を提供しました。 

マニュアル作成

のねらい等 

 震災前から，災害時の対応として，マニュアルを作成していまし

たが，東日本大震災での経験などから，これまでのマニュアルの見

直しを行いました。見直しの主な視点は下記のとおりです。 

 災害時は，普段とは異なった状況下に置かれるため，誰が何をす

るか，ということをまず明確にしておくことが必要だと考えました。 

 当院は津波により，厨房や栄養科事務室も浸水の恐れがあるた

め，最低限の栄養科機能を保持するため，非常用食品だけでなく，

各種データ類や事務用品，マニュアル等も含めた非常用持出品を決

めたり，その運搬をいつ誰がするか等についても決めておくことと

しました。 

 また，マニュアルについては，あまり詳細に決めても，内容を頭

に入れて行動につなげることが難しいと考えたため，最低限の項目

のみをマニュアル化し，定期的にそのマニュアルをもとに持出訓練

などを行うなどして，実践につなげるような工夫を行っています。 

 

担当者 栄養科長 ○○ ○○ 

  

・・・施設紹介・・・ 



①石巻港湾病院 
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【石巻港湾病院栄養科マニュアル目次】 

 

１ 地震・水害時の対応 

・レベル０～３までの対応手順） 

２ 津波警報発令時の行動指針 

  ・栄養科備品リスト・非常持ち出し品 

３ 緊急連絡網 

４ 災害時献立表（５日分） 

５ 非常食の管理 

・非常食使用食材表 

６ 非常食の調理法（添付資料なし） 

７ 厨房見取り図（添付資料なし） 

８ 非常時関連帳票 

・非常時実施献立表 

・支援物資リスト 

・食数報告 

  



①石巻港湾病院 

 

５１ 

 

 



①石巻港湾病院 
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①石巻港湾病院 

 

５３ 

 

 



①石巻港湾病院 
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①石巻港湾病院 
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①石巻港湾病院 
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①石巻港湾病院 
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①石巻港湾病院 
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①石巻港湾病院 
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①石巻港湾病院 
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①石巻港湾病院 
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②介護老人保健施設（匿名） 

 

 

項 目 内   容 

施設名 介護保健老人施設（匿名） 

住 所 石巻市 

定員数 １００人 

運営形態 委託 

スタッフ数 
施設側：管理栄養士１名 

受託側：栄養士１名，調理師１名，調理員５名 

震災時の状況 

 

 施設は津波の被害は免れましたが，停電や断水などがあり，食事

提供に支障が出ました。 

震災後１０日間程度は，近隣にある同一法人の病院で調理を行い，

食事を運搬して提供するという形をとりました。 

 

マニュアル作成

のねらい等 

 震災前から，災害時の対応マニュアルは作成しており，非常時の

備蓄食品なども備えていました。東日本大震災での経験を踏まえ，

トロミ剤，経管栄養食も増加させました。また，災害に備えた研修

や訓練も継続して実施するようにして災害時等への備えを行ってい

ます。 

 

担当者 管理栄養士 ○○ ○○ 

 

  

・・・施設紹介・・・ 



②介護老人保健施設（匿名） 
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（栄養科）災害時対応マニュアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

＜日常の備え＞ 

 

・緊急連絡網の確認（別紙参照） 

・非常時の食糧の確保 

  給食業務委託者が３日分の備蓄と管理 

  施設側は水とディスポ食器のみ備蓄と管理 

  各業者の連絡先（別紙参照） 

・避難経路、避難先、非常口の確認 

・ダクト消火、消化器、消化栓などの位置、使用方法の確認 

・各器具のリセット方法の確認 

・非常食訓練（年１回） 

  これらを防災年間計画に従い、定期的に実施 

 

＜停電時の対応＞ 

 

１．復旧までの時間確認し給食業務委託者へ連絡 

２．非常用献立 

３．食事箋は手書きに変更 

４．エレベーターは最寄りの階で停止 

５．配膳方法の変更 

H25.6.21 書き換え 

・日常の備え 

・停電時の対応 

・大規模地震・災害が発生した場合の対応 

・災害時における点検箇所 

・ライフライン復旧までの対応 

・非常時の食事・配膳 

・各業者の連絡先 

・給食業務委託者の対応 

・施設側の対応 

・非常食の備蓄一覧 

・災害時献立表 



②介護老人保健施設（匿名） 

 

６４ 

 

＜大規模地震・災害が発生した場合＞  

 

防災組織に基づき行動し、災害対策本部の指示に従う。 

勤務以外の時間帯で災害が発生した場合、可能な限りスタッフは非常参集す

る。 

 

 

 

 

 

  ①利用者・スタッフの安全確保・確認 

     ・調理器具等の落下物、棚等の倒壊に伴うけがを防ぐ為、すばやい防御体制

をとる。 

   ・火の始末は迅速に行う。 

   ・エレベーター内作業中の場合、最寄りの階より緊急避難する。 

   以上、スタッフは身の安全を確保し、災害対策本部の指示に従う。 

  ②一次災害の現状把握 

   ・ライフライン（電気・水道）の確認 

   ・エレベーターの安全点検 

   ・復旧時間の確認 

   ・調理機・器具の安全点検 

     これらのことについて、別紙点検表を用い確認し、災害対策本部へ現状報告

する。 

  ③二次災害発生の予測と対策 

   ・出火防止 

   ・落下物、倒壊物の除去 

 

＜出火した場合＞ 

 交通の混乱が予想される為、自営消火隊が初期消火活動に当たる。また平常時と

異なって消火栓の機能の低下や、使用不可能となることも予想される。そのため、定

期的に施設スタッフ及び委託スタッフにダクト消火、消火器の位置と使用方法を徹底

させ、二次災害発生防止に努める。 

  

◎ 入所者様・スタッフの安全確保・確認 

◎ 一次災害の現状把握 

◎ 二次災害発生の予測と対策 



②介護老人保健施設（匿名） 
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＜災害時における点検箇所＞ 

●水道・電気の確認 

 可 不可 要点検 

水  道    

電  気    

エレベーター    

 

●復旧までに要する時間の確認 

  水    道（                     ） 

  電    気（                     ） 

  エレベーター（                     ） 

 

●調理機の安全点検 

 熱源 可 不可 備考 

冷 蔵 庫 電気    

プレハブ冷蔵庫 〃    

冷 凍 庫 〃    

炊 飯 器 〃    

ブラストチラー 〃    

真空パック機 〃    

スライサー 〃    

洗 浄 機 〃    

消毒保管庫 〃    

そ の 他 〃    

     

スチコン 電気 

& 

水道 

   

災害対策本部に報告する。 

使用できない場合は普及までの対応マニュアルに従う。 
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＜ライフライン復旧までの対応＞ 

 

●エレベーター 

  ○復旧が食事配膳時間に間に合わない場合 

   配膳方法を変更。中央階段を利用し委託スタッフと施設スタッフで協力して 

各階リハホールに運ぶ 

 

●水道 

  ○受水槽を利用－（受水槽２０t／１ヶ月使用量１t） 

   飲料水については備蓄を使用 

  ○給水車の利用 

  ○洗浄水の節水（手洗いは消毒、食器はディスポ又はラップ使用で対応） 

 

●電気 

  ○非常電源の確保 

   厨房内の冷蔵・冷凍庫は自家発電で作動する設定 

  ○カセットコンロ、ガスボンベの使用（４階倉庫に保管） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H25.6.21 書き換え 
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＜非常時の食事・配膳＞ 

 

＜献立・配膳が変更される場合の連絡＞ 

 給食業務委託者 → 管理栄養士 → 事務長 

                 → 師長 →ユニット 

 

 ＊休日・夜間帯時は、給食業務委託者から当直リーダーへ連絡する 

 

＜状況＞ 

Ⅰ： 電気・水道・エレベーター全て不可 

Ⅱ： 電気のみ使用可能（水道・エレベーターが不可） 

Ⅲ： 電気・水道が使用可能（エレベーターが不可） 

 

＜状況に応じた食事の対応＞ 

Ⅰの場合 非常食使用 

①各階ユニット倉庫の非常食を使用する（非常時の献立・非常食リスト 

を参照） 

     ②１階検収室（栄養科）の非常食を使用する 

      （中央階段を利用し委託スタッフと施設スタッフで協力して各階リハ 

ホールに運ぶ） 

      ＊カセットコンロを使用する場合は、非常水を沸かし湯煎にかけて 

温める 

 

Ⅱの場合 ①栄養科の調理済保管分がある場合は再加熱利用 

      （IH 電磁調理器・レンジ・湯煎機使用） 

     ②調理済みの保管分がない場合は非常食 

      （Ⅰの場合と同様とする） 

 

Ⅲの場合 通常献立 

 

＜配膳の対応＞ 

 エレベーター使用不可の為、配膳は中央階段を利用し、委託スタッフと施設スタ

ッフで協力して各階リハホールに運ぶ。 
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＜各業者連絡先＞ 

業 者 名 T E L F A X 

   

   

   

   

   

 

 

＜給食業務委託者の対応＞ 

 ３日分の備蓄を行い、災害時対応メニューで対応。（別紙参照） 

 その後は、委託側の救援物資で対応。 

 

＜施設側の対応＞ 

 ・５日分の水とディスポ食器の備蓄 －水は栄養科 ディスポ食器は各ユニット 

 ・カセットコンロ１４台、カセットボンベ（３本入）８４パック －４階倉庫 

 ・職員の非常食の備蓄 －４階倉庫 

 

 

 

 

 

 

 

H25.6.21 書き換え 
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③仙台市保育所防災マニュアル（抜粋） 

 

 

  

項 目 内   容 

名 称 仙台市子ども未来局保育部保育課 

住 所 仙台市青葉区国分町 3-7-1 市役所本庁舎 2 階 

保育所数 ４８施設（分園１施設）H23．4月現在 

１施設あたりの

スタッフ数 
調理担当者 ２名～５名（各施設 栄養士 1名含む） 

震災時の状況 

 

 震災前から，各保育所において繰り返し避難訓練や安全対策を実施

してきたため，震災時には被害を最小限にとどめることができまし

た。 

 仙台市の認可保育所では，震災の影響による建物の被害は大きく無

かったものの，ライフラインの復旧（特に都市ガス）に時間がかかり

ました。多くの保育所において，断水や停電，ガスが停止等の影響は

ありましたが，７１％の保育所では休所せず運営し，また，２９％の

施設では給食を休止することなく提供し続けることができました。 

 衛生管理のため使い捨て用品は不可欠であることや，大容量の備蓄

食品は使いづらいことなど，被災して初めて気づいたことも多くあり

ました。 

マニュアル作成

のねらい等 

 このマニュアルは，保育所での災害に対する基本的なものとして作

成しています。各保育所においては，このマニュアルを参考に，保育

所のある地域の現状，建物の構造，間取りなどを考慮し，施設毎の非

常・災害時の備えをしておく必要があります。 

 災害への対応をより具体にできるように，東日本大震災で得た教訓

を踏まえ，平成２３年４月に改訂しました。 

 

 

 

 

・・・施設紹介・・・ 
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給食における非常災害時の対応 〔平成 23 年 12 月改訂〕 

 

  いつ起こるかわからない自然災害（地震，台風等）や不慮の事故（厨房機器の故障等）による非常時

に備え，保育所においても非常用備蓄食品を準備し，対応を確認しておきましょう。 

1．非常時に備えて 

（１）多様な人数に対応できるような献立を作成する。 

  災害の規模や時間等によって提供人数が異なるため，非常事態においても必要な栄養量を確保できる

よう，献立を作成しておく。なお，非常時は乳幼児も精神的に不安定になるため，食べやすい献立が望

ましい。また，安全面，衛生面等も考慮し，作業が最小限で済むようにする。 

 

（２）非常食を準備しておく。【表１】参照 

（児童数の 1 日分。保管場所が確保できる場合は 3 日分を用意する） 

献立に基づいて，児童数の非常食を購入し，備蓄リストにまとめ，保管しておく。保管にあたっては

衛生面を考慮するとともに，緊急時にも取り出しやすい場所に置き，持ち運びしやすいようにしておく。

また，定期的に品質，賞味期限等を確認し，補充してから使用する。 

 

（３）非常時に使用する物品を準備しておく。【表２】参照 

  非常時に迅速に行動できるよう，また避難時にすぐに持ち出しが可能なよう，非常時に使用する物品

をまとめて準備しておく。食器，食具等は余裕をもって準備しておく。 

 

（４）対応を職員間で確認しておく。 

非常時の対応，役割，非常食の保管場所・使用方法等，マニュアルに沿って全職員ができるように確

認しておく。 

 

【表１】準備してあるとよい非常食 

 食品 特徴 

水
分 

水（ペットボトル） 水分補給や調理等にも使用できる。ふたがついているため，必要な時に必要な分だけ使用

できる。飲料水として１人１本準備できるとよい。（500mℓ程度） 

調理用水 ポリタンクに入れて保存できる。定期的に入れ替えておくとよい。 

ジュース 水分の他，糖分の補給もできる。常温保存が可能な紙パックがよい。 

主
食 

アルファ米 水かお湯を入れると食べられる。白飯の他，五目ご飯やおこわ等もある。個食タイプと 

炊き出しタイプ（容器やはし等もセット）がある。 

パンの缶詰 パンプキン味やチョコ味等があり，そのままでもおいしく食べられる。 

卵アレルギー対応商品もある。 

副
食 

レトルトカレー そのままでも食べられるが，温めればおいしく食べられる。アレルギー対応商品もある。 

おかず缶詰 さんま煮，肉じゃが，豚汁等があり，そのままでも食べられる。 

野菜缶詰・乾燥海藻 コーン缶，わかめ等，サラダや汁の具に使用できる。 

果物缶詰 そのまま食べられる。カットしてあるものもある。缶切りを使用しないタイプが便利。 

そ
の
他 

菓子類（乾パン，非

常用クラッカー等） 

乾パンは氷砂糖も入っているものもあるで，糖分補給もできる。 

個包装タイプのものがあると便利。 

育児用ミルク 個包装タイプのものがあると便利。 

 

 
※乳児やアレルギー児用の食事も準備しておく。 

 非常時は，混乱しやすいので，誤食のないようわかりやすい表示等をしておく。また，育児用ミル

クやアレルギー対応食品等を手配することは難しいので，普段から余裕をもって準備しておく。 
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【表２】準備してあるとよい非常物品 

物品 特徴 

カセットコンロ・ボンべ 屋内の他，屋外でもガス調理が可能である。 

使い捨てエプロン・帽子 水の出ない時にも使用できる。 

ビニール手袋 配食に使用できる他，手の汚染を防ぐことができるので，手洗いできない場合も便利である。 

ビニール袋 配食等に使用できる。 

ラップ 配食等に使用できる。 

ウェットティッシュ アルコール入りのものは消毒効果があり，手指の他，食器等にも使用できる。 

紙皿・紙コップ 配食等に使用できる。 

その他，アルコールスプレー，割りばし・使い捨てスプーン等の食具（子どもが使いやすい大きさのもの），缶切り， 

哺乳瓶，ポット（電気のいらない），電磁調理器（対応機器も必要），石油ストーブ，懐中電灯，ランタン等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画停電における保育所給食の対応について 

１，計画停電時間帯および配慮点 

① ９：３０～１１：３０ 

電気釜，オーブン，電子レンジの使用ができないがその他の対応は可能である。 

早めに下処理を済ませるとよい。 

② １１：３０～１３：３０ 

調理した鍋などの片づけをなるべく済ませておく。（作業の補助をもらうとよい） 

食器洗いは，なるべくお湯で洗浄し，水ですすぐ。食器消毒保管庫に入れ，計画停電終了後にスイッチ

を入れる。もしくは使い捨て食器使用する。 

③ １３：３０～１５：３０ 

おやつは，電気を使用しないものにする。 

④ １５：３０～１７：３０ 

午後のおやつは，食器を使い，なるべくお湯で洗浄し，水ですすぐ。食器消毒保管庫に入れ，計画停電

終了後にスイッチを入れる。もしくは使い捨て食器を使用する。 

⑤ １７：３０～１９：３０ 

冷蔵庫の食品を使用する場合は，開閉を速やかにするように引き継ぐ。 

給食室は問題ないが，延長保育の照明の確保をする。 

調乳が必要な場合は，魔法瓶を使用する。 

＊給食室の照明について 

    給食室の安全を守るため，できるだけ照明の確保を行っておく。（ランタンなど） 

２，調理における対応 

ごはん 鍋またはガス炊飯器を使用して炊く。アルファ米を使用する。 

乾麺を備蓄し，主食を麺類とする。 

おかず オーブンでの焼き物料理は揚げ物か煮物に変更する。 

おやつ 電気炊飯器，オーブン使用のおやつの場合は変更する。 

その他 ・冷凍冷蔵庫は開閉しなければ室温の上昇はあまりないので，なるべく開閉しないようにす

る。温度の管理を忘れずにする。 

・食器や器具類の洗浄の時間に該当する場合は，水での洗浄になるので，汚れが落ちるよう

留意する。また，洗浄が終了しても消毒庫の運転ができないので，停電終了を待って作動

させるか，使い捨て食器の使用を考える。必要に応じて，煮沸消毒する。 

３，給食関係者へのお願い 

 ・計画停電になっても２時間であるため，慌てないで対応する。 

 ・栄養士が休み前の引き継ぎ事項に，「計画停電になった際の対応」を加える。時間帯によっての対応や献立の

変更等詳しく打ち合わせをしておく。 

 ・非常事態と捉え，無理のない対応を行う。           〔 H23.8.11 付 保育課からの文書より 〕                                 
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 【備蓄例①】・・・１００人施設を想定  

 メニュー 

◆ 午前のおやつ…菓子等 

◆ 昼食    …カレーライス，フルーツポンチ，スキムミルク 

◆ 午後のおやつ…りんごジュース，パンの缶詰 

  

備蓄量 

・アルファ米（白米 個食タイプ）50 袋 （1 人当たりの出来上がり量 １３０ｇ） 

 ・アルファ米を戻す水（ペットボトル）2 リットル×５本 

 ・アレルギー対応のレトルトカレー（子ども用） １００食 

 ・フルーツ缶詰 1 号缶 3 缶 

 ・スキムミルク 1.2kg 

 ・スキムミルクを溶かす水（ペットボトル）2 リットル×5 本 

・パンの缶詰（2 個入り） ５０缶 

 ・りんごジュース（紙パック） １００本 

・離乳食（白粥の缶詰・ベビーフード・スティックミルク） 

・アレルギー食 

＊離乳食とアレルギー食は必要に応じて準備を行う。 

 

 

 器具・食器 

  カレー用皿（100 枚），フルーツポンチ用・スキムミルク用紙コップ（２00 個），カレー用使い捨 

  てスプーン（100 本），離乳食用ステンレススプーン，パンを入れるビニール袋（100 枚），使い 

捨て手袋（1 箱），ウェットティッシュ（除菌対応），卓上コンロ３台，ガスボンベ６本，配膳用器具 

（玉じゃくし。ない場合は紙コップなどで代用），缶切り，スキムミルク用泡だて器・ボール， 

やかん 

      ※上記の他に，予備の食器・食具等も準備しておくこと。 

 

 

作 業 

 

◆ 昼食  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 午後のおやつ  

 

 

 

ウエットティッ

シュで手を消毒

する。又は，使

い捨て手袋を使

用する。 

 

・ウエットティッシ

ュで作業台等をふ

く。又は，ラップを

しく。 

・ウエットティッシ

ュで器具を消毒す

る。 

① アルファ米に水かお湯を入れる。 

（水で 2 時間，お湯で 30～40 分） 

② スキムミルクのお湯を沸かし，溶

かす。 

③ ご飯を皿に盛り，カレーをかける。 

④ フルーツ缶を開け，容器に入れる。 

⑤ スキムミルクを紙コップに分け

る。 

パンの缶詰の周

りをウエットテ

ィッシュで拭い

てから開ける。 

使い捨て手袋を

して，ビニール袋

に分け，配る。 

ジュースをウエットティッシュで拭

いて，配る。 

 

 

1 人当たりの栄養価 

（3 歳以上児・・・主食含む） 

エネルギー ６０５kcal 

たんぱく質  11.7g 

脂  肪   ８.0ｇ 

ナトリウム  156 ㎎ 
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① ガスが使用できない場合 

ガスでの調理ができなくなるので，カセットコ

ンロ，又は電磁調理器等電気を熱源とする器具

を使用する。 

② 水道が使用できない場合                     

手洗いはウェットティッシュを使用。又，手袋

やビニール袋を利用し，手の汚染を防ぐ。調理

には，ペットボトルの水を使用。器具や食器の

洗浄ができないため，皿の上にラップをかぶせ

たり，紙皿や紙コップ，ビニール袋を使用する。 

予防衣の洗濯ができない場合は，使い捨てのエ

プロンや帽子を使用する。 

③ 電気が使用できない場合 

懐中電灯やランタンを使用する。 

ガスを熱源とする器具を使用する。冷蔵・冷凍

庫内の食品の使用を考える。又，消毒庫が使用

できな 

いため，器具や食器の使用を制限する。 

2．非常時の確認事項と対応 

  

≪給食室≫ 

                    

               

          

           

 

             

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

        

 

 

 

                    

       

    

 

 

  

                     

      

  

                  

 

 

 

 

≪保育室≫ 

            

 

 

 

 

 

 

調理室が使用できない場合は，代替場所を確保す

る。設備等の破損がある場合は，代替設備を使用す

る。器等の破損，汚染がある場合は，紙皿やラップ，

ビニール袋等で代用する。 

●献立 

・予定どおりの食材の確保が可能か 

・予定どおりの調理が可能か 

●配膳 

・平常どおりの配膳で食事ができるか 

 

●ライフライン  

・ガスの使用が可能か 

・水道の使用が可能か 

・電気の使用が可能か 

 

 

 

●施設，設備 

・調理室の使用が可能か 

・室内の設備の破損がないか  

・食器の破損，汚染がないか 

困難な場合は，衛生面に配慮し，保育室で配膳を行う

等，状況に合わせて対応する。 

●施設，設備 

・保育室の使用が可能か 

・室内の破損がないか 

使用できない場合は，代替場所・設備を確保する。 

●ライフライン 

・水道の使用が可能か 

・電気の使用が可能か 

① 水道が使用できない場合 

手洗いやテーブル拭きに，ウエットティッシュを使用す

る。予防衣が洗濯できない場合は，使い捨てのエプロン

や帽子を使用する。 

② 電気が使用できない場合 

懐中電灯やランタン等を使用する。 

カセットコンロを使用する時の注意 

・容器（ボンベ）のカバーまで覆う大

きな調理器具は使用しない。 

・2 台以上並べて使用しない。 

・他の火気の近くで使用しない。 

・ガスボンベはコンロに合う寸法の 

ものを使う。 

「ガス石油機器工業会より」 

食材の確保や作業が難しい場合は，献立を変更する。 



③仙台市保育所防災マニュアル（抜粋） 
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③仙台市保育所防災マニュアル（抜粋） 

 

７５ 

 

 



③仙台市保育所防災マニュアル（抜粋） 
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３ 給食施設災害対応状況調査まとめ 

 

Ⅰ 目的 

  平成２３年３月に発生した東日本大震災による県内給食施設の被害及び対応状況，必

要とした支援等について確認し，災害対応に関する課題を明らかにし，今後の対応に活か

すもの。 

 

Ⅱ 調査時期 

  平成２３年７月～１２月 

 

Ⅲ 実施主体 

  宮城県保健福祉部健康推進課，各保健所 

 

Ⅳ 調査対象施設と回収数 

  県内給食施設（健康増進法第２０条に規定する特定給食施設及び健康増進法に基づく

指導のための届出に関する条例に基づく届出施設）７１６施設（平成２２年３月末現在） 

  回収数 ６２４施設（回収率 ８７．２％） 

  【回収数内訳】                         （単位：施設） 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 調査方法 

 下記のいずれかの方法で実施した。 

 （１）保健所栄養指導員が施設を訪問し，給食責任者等に聞き取りによる調査 

 （２）保健所から各施設に調査票を送付し，郵送等で回収 

 

Ⅵ 調査内容 

 （１）地震による被害について 

 （２）給食の提供状況について 

 （３）地域での支援体制について 

 （４）平常時の備えについて 

 （５）行政機関（県，保健所，市町村等）や関係機関に期待すること 

  

学校 病院 老健 老福 社福 児福 事業所 その他 総計
仙南 12 11 10 15 6 25 17 3 99
塩釜 31 15 11 15 4 57 7 9 149
大崎 55 20 5 16 2 34 11 1 144
栗原 11 5 3 9 1 13 3 1 46
登米 13 5 2 10 3 13 2 0 48
石巻 9 12 6 17 5 40 1 1 91

気仙沼 13 5 4 8 4 12 0 1 47
総計 144 73 41 90 25 194 41 16 624
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Ⅶ 調査結果 

 調査結果については，病院や老人福祉施設等の１日３食提供する居住系の施設を「入所

施設」（239 か所），学校や事業所等の 1 日 1 食提供する施設を「通所施設」（385 か所）と

区分してまとめた。 

１ ライフラインの被害状況                            

給食施設の「水道」，「ガス」，「電気」の被害状況については，表１のとおり「電気」

が９６．８％と最も多く，「ガス」が４６．６％と最も少なかった。また，復旧状況をみ

ると，図１のとおり「電気」，「水道」，「ガス」の順で進んでいた。 

表１ ライフラインの被害状況（複数回答） 
   

区分 
入所施設 通所施設 合計 

施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合 

水道 209 87.4% 320 83.1% 529 84.8% 

ガス 143 59.8% 148 38.4% 291 46.6% 

電気 236 98.7% 368 95.6% 604 96.8% 
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(n=213) 

図２ ガス復旧までの対応方法 

他熱源 その他 他熱源・その他 

＜ガス復旧までの対応方法『その他』の内容例＞ 

・プロパンガス設置 ・カセットコンロ 

・石油ストーブ   ・外部委託で弁当対応 

・非常食     ・炊事車・職員寮の調理場使用 

・給食停止・休園             
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図１ ライフラインの復旧率
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２ 食事提供スタッフの状況                              

 震災後，出勤できない食事提供スタッフがいた施設は，表２のとおり「入所施設」が 

５６．５％，「通所施設」が２３．１％であった。その対応方法としては，図５のとおり「休

日出勤・勤務時間延長」での対応割合が高かった。また，「通所施設」においては，「その

他」の対応として給食を停止した施設が最も多かった。 

 運営形態別には，図６のとおり出勤できない食事スタッフがいたと回答した施設で最も
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(n=219) 

全体 

(n=423) 

図３ 水道復旧までの対応方法 

備蓄水 給水車 その他 

備蓄水・給水車 備蓄水・その他 給水車・その他 

備蓄水・給水車・その他 

54% 

9% 
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(n=192) 
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図４ 電気復旧までの対応方法 

自家発電 自家発電・その他 その他 

＜電気復旧までの対応方法『その他』の内容例＞ 

・給食停止  ・懐中電灯 

・ろうそく  ・発電機 

 

＜水道復旧までの対応方法『その他』の内容例＞ 

・給食停止     ・井戸水 

・他の厨房で調理  ・近隣の施設，職員宅から給水 

・弁当，水持参   ・浄水場，貯水槽から給水 

＊未記入を除く 

＊未記入を除く 
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多かったのは「全面委託」の５５．４％で，最も少なかったのは「直営」の２４．８％で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２　出勤できない食事スタッフの状況

施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合
有　 135 56.5% 89 23.1% 224 35.9%
無 98 41.0% 290 75.3% 388 62.2%
未入力 6 2.5% 6 1.6% 12 1.9%
合計 239 100.0% 385 100.0% 624 100.0%

入所施設 通所施設 合計
区分

47% 

37% 

37% 

31% 

11% 

9% 

4% 

23% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入所施設 

通所施設 

図５ 食事スタッフが出勤できない場合の対応内容 

休日出勤・勤務時間延長 献立・配膳方法変更 応援もらった その他 

24.8% 

55.4% 

44.3% 
52.3% 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

直営 全面委託 一部委託 不明 

図６ 運営形態別出勤不能者の割合 

＜通常の勤務体制が組めない間の対応『その他』の例＞ 

・給食停止  

・簡易給食 

・委託先が出勤できなかったので，職員で対応 

・職員でグループを組み、交代制で宿泊勤務を行った。 
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３ 給食の提供状況                                

 給食を休止した施設については，表３のとおり「入所施設」の６．３％，「通所施設」の

８７．３％であった。給食の休止日数については，図８のとおり通所施設では３１～４５

日間停止した施設が最も多かった。 

 老人保健施設や社会福祉施設等の「入所施設」において，図 10のとおり本来の食事提供

者以外への食事提供が行われた。その対象者で最も多かったのは「職員」であり，次に「他

施設利用者」であった。また，図 11のとおり全体の６３．８％の施設で「※簡易給食」を

実施していた。「簡易給食」を提供した施設のうち，「栄養評価」（実際の栄養給与量を算出

して，目標量との差を見る等）の実施については，全体の１４．６％であった。 

 最も不足した食品は，図 12,13 のとおり「入所施設」，「通所施設」とも「乳製品」であ

った。各食品の不足のピークは「入所施設」では約３日後，「通所施設」では約１週間後と

なっていた。 ※「簡易給食」：食事の回数を減らしたり献立内容を変更して通常と比べて簡易

にした給食のこと。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

表３　給食の休止状況

施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合
有　 15 6.3% 336 87.3% 351 56.3%
無 223 93.3% 49 12.7% 272 43.6%
未入力 1 0.4% 0 0.0% 1 0.2%
合計 239 100.0% 385 100.0% 624 100.0%

合計
区分

入所施設 通所施設

＜給食休止の理由『その他』の例＞ 

・入院患者を他院に転院させた。  

・利用者が岩手県へ避難した。 

・学校が春休みになった。 

・避難所になったため休校。 

・寮を閉鎖した。 
6.7% 
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4.5% 
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図９ 給食休止の理由（複数回答） 
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図８ 給食の休止日数 
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図７ 給食の休止状況 
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図１０ 本来の食事提供者以外への食事提供(複数回答） 
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図１１ 簡易給食と栄養評価の実施率 
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図１２ 不足した食品（入所施設）  複数回答 
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図１３ 不足した食品（通所施設）  複数回答 
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４ 震災後に喫食者に生じた栄養状態の変化の状況                  

 給食利用者の栄養状態の変化については，表４のとおり「入所施設」の６２．８％，「通

所施設」の６．２％に変化があったと回答した。栄養状態の変化の内容としては，図 14の

とおり「入所施設」では，「低栄養者の増加」が７２．０％と最も多く，「通所施設」では

「その他」（喫食状況，身体及び健康状況の変化）の他，「肥満者の増加」が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表４　栄養状態の変化状況

施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合
有 150 62.8% 24 6.2% 174 27.9%
無 76 31.8% 335 87.0% 411 65.9%
未回答 13 5.4% 26 6.8% 39 6.3%
合計 239 100.0% 385 100.0% 624 100.0%

入所施設 通所施設 合計
区分

低栄養者

が増加 

咀嚼嚥下

能力の悪

化 

食欲不振

者の増加 

便秘・下

痢者の増

加 

肥満者の

増加 

慢性疾患

コントロー

ル悪化 

その他 

入所施設 72.0% 17.3% 22.0% 26.0% 1.3% 16.0% 15.3%

通所施設 12.5% 0.0% 25.0% 16.7% 33.3% 4.2% 50.0%
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図１４ 栄養状態の変化内容（複数回答） 

＜栄養状態の変化『その他』の例＞ 

■喫食状況に関すること 

 食欲増進，食事摂取量の増加，残食の減少 

 食欲不振者の増加 

 野菜を残す子供の増加 

 食事摂取量の増加 

偏食者の減少 

 

■身体及び健康状況に関すること 

 体重減少 

 脱水症状 

 糖尿病患者の低血糖  

嘔吐 

褥瘡の悪化 

ADLの低下 

むし歯，口内炎の増加 

口腔ケア不十分 

血圧上昇，熱発者の増加 

誤嚥性肺炎になり入院 
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５ 施設外での支援体制の状況                           

 行政，自衛隊，委託業者等から支援を受けた施設は，図 15-1,15-2のとおり「入所施設」

の９５％，「通所施設」の６６％であった。「通所施設」の「支援を受けなかった」施設は，

保育所，学校など休園及び休校が理由の一つであると考えられる。 

支援を受けた内容については，図 16のとおり「飲料水提供」，「食材料提供」が多く，そ

の支援元としては「行政」が４割以上を占めていた。また，「情報提供」については，行政

からが約３割で圧倒的に多いことが伺えた。 

 

 

支援を

受けた 

66% 

支援を

受けな

かった 

34% 

図１５－２ 外部からの支援の有無

（通所施設） 
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行政 10.9% 43.6% 41.7% 24.0% 5.1% 2.9% 1.6% 31.3% 4.3%

自衛隊 2.9% 9.8% 6.4% 4.3% 0.5% 0.2% 0.6% 1.4% 1.1%

他施設 3.5% 4.8% 13.0% 6.9% 3.2% 2.6% 2.6% 3.7% 1.6%

委託会社 10.9% 11.5% 18.6% 10.1% 4.2% 2.4% 4.0% 2.4% 0.8%

関係団体 4.0% 12.2% 18.6% 10.6% 5.1% 2.6% 1.4% 4.0% 1.8%

他 6.9% 14.6% 30.6% 9.0% 9.6% 5.6% 1.8% 3.7% 4.2%
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図１６ 支援内容         （複数回答） 
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図１５－１ 外部からの支援の有無

（入所施設） 



 

８５ 

 

６ 平常時の備えについて                              

○非常時のマニュアルについては,図 17 のとおり全体の６７．５％の施設で整備されて

いた。入所施設においては,８割以上の整備率であった。今回の震災におけるマニュアル

の活用については，図 17－1のとおり,「活用できた」と回答した施設は１７．１％,「一

部活用できた」が６２．７％であった。また，マニュアルの内容については,図 18 のと

おり「入所施設」では「非常用献立」の整備が９割を超え最も多かったが，「通所施設」

では「緊急連絡先リスト」が最も多かった。  

 ○災害時の取り決め事項については,図 19，20 のとおり「入所施設」，「通所施設」とも

に「食材提供」，「食事の提供」について決めている施設が多く,その相手先としては「入

所施設」では「委託業者」が最も多かった。また，非常時に備えた「訓練」を実施して

いる施設については，図 21 のとおり全体の２４．２％,「研修」を実施している施設は

１８．４％であった。「通所施設」は「入所施設」と比較して低い現状であった。 

 ○備蓄食品の状況については,図 22 のとおり「通所施設」は「入所施設」と比較すると

全体的に少なく，特に「主菜」，「副菜」を備蓄している通所施設は少なかった。また，

備蓄量について，「十分」と評価した施設における備蓄日数については，図 23から 26の

とおり「入所施設」においては「主食」，「主菜」，「副菜」が３日分,「通所施設」におい

ては１日分の備えをしていた施設が多かった。 

  衛生物品（洗浄・消毒薬などの衛生用品）については，入所施設，通所施設とも約３

割が「７日分以上」と回答していた。 
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図１７ マニュアルの整備状況 
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図17－１  マニュアルの活用度 
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非常用献立 ライフライン 役割分担 
緊急連絡先リ

スト 
その他 

入所施設 94.0% 33.7% 41.2% 83.4% 4.0%

通所施設 33.8% 19.8% 60.4% 86.9% 5.0%
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図１８ マニュアルの内容（複数回答） 
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図１９ 災害時の取り決め内訳（入所施設） 
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図２０ 災害時の取りきめ内訳（通所施設） 
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表５　災害時の取りきめ『有』の施設数（入所施設）

施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合
県内他施設 6 2.5% 9 3.8% 11 4.6% 8 3.3% 6 2.5% 3 1.3%
委託会社 91 38.1% 27 11.3% 84 35.1% 30 12.6% 53 22.2% 4 1.7%
その他 8 3.3% 16 6.7% 23 9.6% 22 9.2% 5 2.1% 2 0.8%
全体 105 43.9% 52 21.8% 118 49.4% 60 25.1% 64 26.8% 9 3.8%

その他食事の提供 水の提供 食材提供 必要資材提供 人的支援

表６　災害時の取り決め『有』の施設数（通所施設）

施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合
県内他施設 4 1.0% 3 0.8% 3 0.8% 2 0.5% 8 2.1% 0 0.0%
委託会社 15 3.9% 7 1.8% 16 4.2% 8 2.1% 14 3.6% 3 0.8%
その他 18 4.7% 22 5.7% 23 6.0% 21 5.5% 17 4.4% 14 3.6%
全体 37 9.6% 32 8.3% 42 10.9% 31 8.1% 39 10.1% 17 4.4%

食事の提供 水の提供 食材提供 必要資材提供 人的支援 その他
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図２１ 訓練と研修の実施状況 
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図２２ 備蓄の状況（複数回答） 
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図２３ 備蓄を十分と回答した施設の備蓄日数（主食） 
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図２４ 備蓄を十分と回答した施設の備蓄日数（主菜） 

～1日分 ２日分 ３日分 ４日分 ５日分 ６日分 ７日分以上 
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７ 行政機関や関係機関に期待すること                       

  災害時の対応等について，行政機関や関係機関に期待することとしては，以下の内容

が挙げられた。（記述式） 

（１）体制整備等に関すること 

・災害時対応マニュアルの整備 

・災害に備えた研修会 

・情報提供（放射能汚染による食品安全） 

・災害時マニュアル作成のための指針作成 

・ネットワーク、サポート体制の整備 

・プロパンガスを一斉配送するシステム 

・断水時の衛生管理マニュアル 

・備蓄食品に関する取り決め・マニュアル整備 

・災害時の物資流通のコーディネート、協定締結 

（２）情報提供に関すること 

・ライフライン復旧情報 

・停電による連絡手段と情報提供 
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図２５ 備蓄を十分と回答した施設の備蓄日数（副菜） 

～1日分 ２日分 ３日分 ４日分 ５日分 ６日分 ７日分以上 
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図２６ 備蓄を十分と回答した施設の備蓄日数（衛生物品） 

～1日分 ２日分 ３日分 ４日分 ５日分 ６日分 ７日分以上 
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・行政機関との通信手段の確保と整備 

・食材料調達の情報提供 

（３）その他 

・食品の備蓄 

・状況に応じた衛生管理方法への助言 

 

 

Ⅷ 調査結果まとめ                                   

 本調査結果から，東日本大震災時の給食施設の状況は次のとおりであった。 

（１）被害及び対応状況 

○ライフラインの被害については，「電気」が９割以上，「水道」が約８割以上，「ガス」

が約５割の施設にあった。復旧までの期間の給食提供については，「入所施設」では備

蓄や代替方法により,「通所施設」では，給食休止で対応した施設が多かった。 

○「通所施設」の８割以上で給食休止の対応をとっていた。学校では休校措置をとった

施設も多く,休止日数は１か月を超えた施設も多かった。 

○一方，「入所施設」では給食休止の対応をした施設はほとんどなく，職員や他施設の利

用者など，本来の食事提供者以外への食事提供に対応した施設も多かった。 

○給食関係職員については，ガソリンの不足等により出勤できず，人材不足が生じた施

設は約４割であった。その間は，「休日出勤・勤務時間延長」で対応した施設が多かっ

た。 

○震災後に給食利用者に生じた栄養状態の変化については, 「入所施設」では「低栄養

者の増加」,「通所施設」では「肥満者の増加」が最も多く相反する内容であった。 

○「低栄養者が増加」と判断した理由を該当施設に聞き取りしたところ，「体重の減少」，

「褥瘡の発生」，「褥瘡の悪化」があげられた。 

○外部から受けた支援内容については，「行政」や「その他」からの「食材料提供」，「飲

料水提供」が多かった。一方，施設が「行政機関等に期待する内容」として，「ライフ

ライン復旧や食材料調達のための情報提供」，「他施設等との食事・食材提供等に関す

るサポート体制」，「水道復旧状況,食器の不足,食材保管等に対する衛生管理方法への

助言」などが挙げられた。（自由記載） 

 

（２）災害対応に関する課題 

○災害時対応マニュアルについては，震災当時，全体の約７割の施設で整備されていた

が,そのうち「活用できた」と回答した施設は約２割弱であった。各施設において，非

常時に対応できるマニュアルであるか点検及び見直しが必要である。さらに，役割分

担の明確化や訓練の実施により備えを万全にすることが必要である。 

○災害時対応マニュアルの整備及び災害時に備えた訓練や研修を行っている施設は,「入
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所施設」と比較すると「通所施設」において少なく，通所施設に対しても必要な体制

整備が図られるよう啓発が必要である。 

○災害時の「食事の提供」，「食材の提供」及び「人的支援」の備えについては,給食業務

の委託業者と取り決めしている施設が多く,委託業者頼みになっている傾向が見受け

られる。県内他施設との連携によるものは非常に少なく，今後，給食施設間のネット

ワークの整備に向けた検討が必要である。 

○備蓄食品の備蓄量については，３日分で「十分」と評価した入所施設が多かったが，

施設の立地条件や利用者の特性なども考慮し，備蓄する食品の種類や分量を検討する

必要がある。また，職員等への食事提供を見込んだ食数を備えておくことが望ましい。 

○入所施設については，低栄養者の増加が多かったことから，食欲不振，咀嚼嚥下能力

の悪化，便秘・下痢に対応する食品の選択とともに，食物アレルギー対応食品や経管

栄養剤等の特殊食品の備蓄も重要である。さらに，今回の震災のように復旧までの期

間が長期にわたることを想定し，「乳製品」，「果物」，「野菜」の不足に備え，ビタミン・

ミネラルを補給できる食品等の備蓄について検討しておく必要がある。 
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